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全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
た
春
の
交
通
安
全
運
動

（
４
月
６
日
〜
15
日
）
で
、
対
馬
市
内
に
お
い
て
も
、

交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

運
転
者
講
習
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
に
は
、
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止
、

二
輪
車
と
自
転
車
の
事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」
を
重

点
と
し
た
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
母
の
会

の
会
員
ら
が
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

���

交
通
安
全
協
会
が
市
内
の
中
学
・

高
等
学
校
へ
啓
発
ビ
デ
オ
を
配
布�

　
対
馬
北
及
び
南
地
区
交
通
安
全

協
会
が
、
自
転
車
事
故
防
止
啓
発

ビ
デ
オ
「
ま
さ
か
の
未
来
」
を
、

市
内
の
３
高
校
及
び
す
べ
て
の
中

学
校
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　
島
内
に
は
自
転
車
で
通
学
し
て

い
る
生
徒
も
多
く
、
事
故
防
止
に

役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
の
思
い
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
物
語
は
、
主
人
公
の
中
学
生
が

自
転
車
の
運
転
中
に
携
帯
電
話
を

使
用
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
お
婆

さ
ん
と
衝
突
事
故
を
起
こ
し
て
死

な
せ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
内
容
の

ド
ラ
マ
。
自
転
車
で
も
、
乗
り
方

に
よ
っ
て
は
人
の
命
を
脅
か
す
ほ

ど
の
凶
器
と
な
り
え
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
の
危
険
性
を
認
識
し
、

運
転
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。�

受
講
生
48
名
へ
修
了
証
を
授
与
！

―
対
馬
地
区「
し
ま
自
慢
」観
光
カ
レ
ッ
ジ
―�

修了式を終えての記念撮影�

学
長
の
松
村
市
長
よ
り
、修
了�

証
を
受
け
取
る
受
講
生�

受
講
生
を
代
表
し
、学
長
へ
謝
辞�

を
述
べ
る
多
田
憲
治
さ
ん�

　
し
ま
の
活
性
化
を
担
う
“
観
光
”
の
先
導

役
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
昨
年
の

10
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
き
た
平
成
17
年
度
の

「
対
馬
地
区『
し
ま
自
慢
』観
光
カ
レ
ッ
ジ
」

の
修
了
式
が
、
４
月
19
日
、
美
津
島
文
化
会

館
で
開
か
れ
、
所
定
の
単
位
を
取
得
し
た
48

名
の
受
講
生
に
県
認
定
の
修
了
証
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
総
理
大
臣
認
定
の

「
地
域
再
生
計
画
」
事
業
で
、
県
下
の
離
島
、

県
、
県
観
光
連
盟
等
で
構
成
す
る
「
な
が
さ

き
『
し
ま
自
慢
』
観
光
人
材
育
成
協
議
会
」

が
主
催
し
た
も
の
。
受
講
者
は
約
半
年
間
に

わ
た
り
、
土
曜
、
日
曜
日
を
中
心
に
開
催
さ

れ
る
講
義
に
出
席
。
観
光
ガ
イ
ド
、
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
商
品
開
発

ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
観
光
リ
ー
ダ
ー
の
５
分
野

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
了
認
定
に
必
要
な
７
〜

８
単
位
を
取
得
し
、
晴
れ
て
こ
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
峰
町
在
住
で
、
保
険
業
に
従
事
し
て
い
る

多
田
憲
治
さ
ん
（
28
歳
）
は
、
全
コ
ー
ス
を

修
了
し
た
唯
一
の
受
講
生
。
期
間
中
の
週
末

は
毎
週
の
よ
う
に
講
義
へ
出
席
し
た
そ
う
で

す
。

　
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

今
後
の
対
馬
の
観
光
の
発
展
の
為
に
頑
張
り

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
今
年
度
も
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

の
交
通
安
全
運
動

春�春�

自
転
車
の
運
転
に
は�

　
　
　
気
を
つ
け
て�

�



扇智衛会の指導のもと、対馬音頭を踊る�

男女手を繋いでのフォークダンス、若者�
らしく照れていました�

　比田勝海上保安署の巡視艇「はやぐも」の就役式

典が、３月27日、厳原港岸壁で行われ、関係者ら

約60名が参加しました。

　新たに配備された２代目「はやぐも」は、耐用年

数を迎え3月12日に解役となった初代「はやぐも」

に代わり、石川県の七尾海上保安部の巡視艇「はま

ゆき」が配属替えされたものです。

　初代に比べ船齢も若返り、ウォータージェット推

進による高速化や、赤外線捜索監視装置による夜間

監視能力が強化されるなど性能が向上しています。

　式典の中で、松村信之署長は「２代目の就役によ

り従来にも増して、海上保安業務が効果的・効率的

に遂行できるものと期待しております」と話してい

ました。
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厳原市街を練り歩く学生たち�

　
３
月
21
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で

の
期
間
、
釜
山
外
国
語
大
学
校
に

よ
る
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
説
明
会
）
が
、
今
年
も
対
馬

で
行
わ
れ
、
2
0
5
6
名
の
学
生

及
び
学
校
関
係
者
が
来
島
し
ま
し

た
。

　
３
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

一
番
近
く
の
外
国
で
あ
る
対
馬
を

訪
ね
、
国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
学
生

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
ね
ら
い
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
学
生
達
は
、
お
よ
そ
３
０
０
名

ず
つ
７
班
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

２
泊
３
日
の
行
程
で
対
馬
を
訪
問
。

厳
原
町
内
の
５
つ
の
ホ
テ
ル
や
旅

館
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
な
が
ら
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
交
流
会
、

史
跡
訪
問
な
ど
の
説
明
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
生
た
ち

が
、
地
図
を
頼
り
に
、
万
松
院
や

お
舟
江
と
い
っ
た
厳
原
地
区
内
の

史
跡
や
公
共
施
設
を
巡
り
ま
し
た
。

道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
片
言
の
日

本
語
や
身
振
り
手
振
り
で
気
さ
く

に
地
元
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
厳
原
体
育
館
で
の
文
化

交
流
会
で
は
、
対
馬
音
頭
や
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
韓
国

の
伝
統
芸
能
の
発
表
会
な
ど
が
催

さ
れ
、
楽
し
そ
う
に
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
、
フ
ラ
ン
ス
語

学
科
の
金
珍
香
さ
ん
（
20
歳
）
は
、

「
自
然
が
す
ご
く
き
れ
い
で
、
人

々
は
と
て
も
親
切
で
す
ね
」
と
対

馬
の
印
象
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

釜
山
外
国
語
大
学
校
　�

巡視艇「はやぐも」�
総トン数：100トン、長さ：32ｍ、幅：6.5ｍ、�
竣工年月：平成11年12月�
主な装備：ウォータージェット推進、13mm機銃、赤外線捜索監  
　　　　　視装置�

巡視艇2代目「はやぐも」�
就役� 比田勝海上保安署�

荒
巻
正
晴
船
長
（
下
段
左
か
ら

２
人
目
）
と
乗
組
員
の
皆
さ
ん�

地元を案内した高校生と�

中学生と一緒にパチリ�

キ
ム
ジ
ン
ヒ
ャ
ン

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
2
0
5
6
名
が
来
島
　
　�
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
2
0
5
6
名
が
来
島
　
　�
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　市の人権擁護委員に西山悦子さん（美津島町�知）が、再任されました。任期
は、平成18年４月１日から平成21年３月31日までの３年間です。
　人権擁護委員は、国民の基本的人権の監視、救済などの処置、人権思想の普及
高揚などを使命とし、地域住民の中から人格や見識が高く、人権意識に理解のあ
る人を市長が推薦し、法務大臣より委嘱されます。
　なお、対馬市には、ほかに10名の人権擁護委員さんが活躍しています。

　退任した林さんに代わり、新たな国際交流員

として成修眞さんが着任しました。

　成さんは、釜山出身の25歳。釜山大学校で日本

文学を専攻した後、大阪大学に１年間留学した経

験を持っています。

　趣味は健康のため始めたヨガ。また、山登りや

ウォーキングなどの運動も好き。特技は、留学の

時に覚えた大阪弁。将来は同時通訳ができるよう

になって、日韓交流の架け橋として活躍したいそ

うです。

　成さんは「対馬は自然がきれい。交流の発展の

為、これから３年間がんばりますので、どうぞよ

ろしくお願いします」と流暢な日本語で話してい

ました。

　平成15年４月に、旧厳原町の国際交流員として

着任以来、約３年間にわたって活躍してきた観光

交流商工課の林修辰さんが、４月９日をもって退

任しました。

　対馬では、国際交流事業における通訳や翻訳作

業のほか、ハングル講座では講師を務めるなど、

日韓交流の架け橋としての活動に励んできました。

　講座生たちの語学の成長ぶりと、ホームステイ

事業でのホストファミリーらとの心暖まる交流が

対馬での一番の思い出。「今後も対馬での思い出

を大切にしていきたいです」と話していました。

　帰国後は韓国語教育を学ぶため、ソウルの大学

院に進学するそうです。ご活躍をお祈りいたしま

す。

※白寿＝「百」の字から「一」を取ると「白」になる事から、あと１歳で100歳になる99歳をこう呼びます。

明治40年３月24日生まれ、現在、特別養護
老人ホーム「いづはら」を利用されています。
長生きの秘訣は、物事を前向きに考え、感
謝の気持を持つ事だそうです。

▽
森
谷
コ
ト
さ
ん
（
豊
玉
町
曽
出
身
）

明
治
40
年
３
月
20
日
生
ま
れ
、
自
宅
に

お
住
ま
い
で
、
最
近
は
歩
く
の
が
不
自

由
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
耳
は
ま
だ

ま
だ
大
丈
夫
。
お
孫
さ
ん
と
の
会
話
が

楽
し
み
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
原   

千
歳
さ
ん
（
上
県
町
佐
護
湊
）

３月に99歳を迎えた市内のお年寄りお２人に、対馬市から
白寿のお祝いとして敬老祝い金が贈られました。

人権擁護委員に　西山悦子さんが再任�
�

対
馬
で
10
人
目
の
国
際
交
流
員

　
成
　
修
眞
さ
ん
着
任

国
際
交
流
員
　
　
　
　
　
　
　

　
林
　
修
辰
さ
ん
退
任

市長より委嘱状を受ける成さん

イ
ム
　
　
　ス

ジ

ン

ソ
ン
　
　
　ス

ジ

ン

ソン

イム ス ジ ンソン

ソン

イム

ソン ス ジ ン

は　く　じ　ゅ

にし やま　えつ　こ

ひ孫の本郷愛乃ちゃん
え　の

息子の森谷正文さん

も
り
　
や

ち
　
と
せ



　
こ
の
ほ
ど
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
、
棹
崎
公
園
か
ら
の

韓
国
眺
望
と
対
馬
野
生
生
物
保
護

セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ツ

シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
生
の
静
止
画
像

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
18
年
度
の
長
崎
県
下
各
市

選
挙
管
理
委
員
会
の
定
期
総
会
が

４
月
13
日
（
木
）
、
対
馬
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
馬
市
で
の
総
会
開
催
は
今
回

が
初
め
て
で
あ
り
、
長
崎
県
選
挙

管
理
委
員
会
の
村
木
委
員
長
を
来

賓
に
迎
え
、
各
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
と
事
務
局
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
17
年
度
の
事
業
実

績
及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
、
18

年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

等
が
審
議
さ
れ
た
後
、
研
究
討
議

に
入
り
、
各
市
の
選
挙
管
理
の
実

情
を
協
議
し
、
そ
の
後
九
州
都
市

選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
へ
の
要

望
事
項
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
会
２
日
目
は
、
研
究
討
議
後
、

行
政
視
察
を
行
い
、
短
時
間
で
し

た
が
、対
馬
の
自
然
の
雄
大
さ
と
歴

史
の
深
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
総
会
で
対
馬
市

選
挙
管
理
委
員
会
の
井
鷹
志
委
員

が
委
員
歴
６
年
以
上
（
豊
玉
町
か

ら
の
通
算
に
よ
る
）
の
一
般
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
４
月�

３
日
＝
辞
令
交
付
、
国
際
交
流
員

　
　
　
退
任
式

６
日
＝
漁
港
漁
場
漁
村
の
未
来
を

　
　
　
考
え
る
懇
談
会
（
福
岡
）

12
日
＝
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
行
委

　
　
　
員
会

13
〜
15
日
＝
対
馬
食
フ
ェ
ア
　
　

　
　
　
　
　
　
（
大
阪
、
東
京
）

17
日
＝
国
際
交
流
員
辞
令
交
付

18
日
＝
美
津
島
担
い
手
公
社
理
事

　
　
　
会
、
市
政
説
明
会

　
　
　
　
　
　
（
豊
玉
小
校
区
）

19
日
＝
対
馬
地
区
「
し
ま
自
慢
」

　
　
　
観
光
カ
レ
ッ
ジ
終
了
式

20
日
＝
区
長
会
議
（
豊
玉
、
峰
）
、

　
　
　
市
政
説
明
会

　
　
　
　
　
　
（
鶏
鳴
小
校
区
）

21
日
＝
区
長
会
議

　
　
　
　
　
（
上
対
馬
、
上
県
）

22
〜
23
日
＝
対
馬
ま
さ
か
り
ド
リ

　
　
　
ー
ム
ス
・
デ
ー

25
日
＝
市
政
説
明
会

　
　
　
　
　
　
（
厳
原
小
校
区
）

26
〜
27
日
＝
長
崎
県
市
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
世
保
）

28
日
＝
区
長
会
議

　
　
　
　
　
（
美
津
島
、
厳
原
）
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長
崎
県
下
各
市
選
挙�

管
理
委
員
会
の
定
期
総
会�

�

青
年
海
外
協
力
隊
員

中

田

耕

司
さ
ん

　青年海外協力隊員としてアフリカの
ケニア国へ派遣される豊玉町曽出身の
中田耕司さん（25歳）が、出国を前に
市役所へ訪問しました。
　派遣期間は平成18年３月からの２年間。
同国のN・Ｙ・Ｓヤッタ農業学校で、現
地の若者に対し野菜の栽培技術の指導
や講義を行います。
　高校生の頃から国際協力に興味があ
ったという中田さんは、大学を卒業後、
日本農業実践学園へ入学。卒業後は、
同学園の職員として２年間働き、協力
隊に参加しました。
「現地の住民の目線に立って、要望に
的確に応えられるような協力活動を行
いたい」と決意を述べていました。慣
れない異国での生活の中、体を大切に
頑張って下さい。

県
下
の
選
管
委
員
長
が

集
ま
り
研
究
討
議

表彰を受ける井鷹志委員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、�

棹
崎
公
園
と
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の�

　
　
　
　
生
画
像
が
見
ら
れ
ま
す
。�

�

①市のホームページの
「観光・文化・スポー
ツ」欄の「ライブカメ
ラ」をクリック

②表示された「ライブカ
メラ」ページの「棹崎
公園」または「やまね
こ」をクリック

③表示完了
　（例：棹崎公園）

ケ
ニ
ア
で
の
国
際
協
力
へ
出
発
　�

�

い

た
か
し
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��

　
地
区
名�

曲�

小

浦

�

南

室

�

阿

須

�

桟

原

�

宮

谷

�
日

吉

�
天

道

茂
�

中

村
�

今

屋

敷

�

田

渕

�

大

手

橋

�

国

分

�

久

田

道

�

久
田
道
西
里�

久

田

�

白

子

�

堀

田

�

尾

浦

�

安

神

�

久

和

�

内

院

�

内

山

�

桃

木

�

豆
酘
上
町�

豆
酘
中
町�

豆
酘
浜
町�

浅

藻

�

豆

酘

瀬

�

佐

須

瀬

�

阿

連

�

小

茂

田

�

小
茂
田
浜�

下

原

�

樫

根

�

床

谷

�

上

山

�

日

掛

�

椎

根

浜

�

椎

根

�

上

槻

�

久
根
田
舎�

久

根

浜

�

��

焼

松

�

上
の
町
第
１�

上
の
町
第
２�

中

の

町

�

日

向

�

本

町

�

住

吉

�

日

の

出

�

宮

の

下

�

瀬
原
第
１�

瀬
原
第
２�

樽

ヶ

浜
�

大

浜
�

高

浜

�

西

高

浜

�

根

緒

�

洲

藻

�

箕

形

�

吹

崎

�

加

志

�

今

里

�

尾

崎

�

昼

ヶ

浦

�

黒

瀬

�

竹

敷

�

島

山

�

浦

崎

�

中

浜

�

大
船
越
本
町�

平

瀬

原

�

久

須

保

�

女

護

島

�

緒

方

�

犬

吠

�

玉

調

�

大

山

�

小

船

越

�

芦

浦

�

賀

谷

�

濃

部

�

赤

島

�

鴨
居
瀬
住
吉�

元
鴨
居
瀬�

新
鴨
居
瀬�

長

手

�

細
浦
飛
渡�

��

仁

位

�

佐

志

賀

�

嵯

峨

�

貝

鮒

�

糸

瀬

�

和

板

�

横

浦

�

塩

浜

�

見

世

浦

�

鑓

川

�

千

尋

藻

�

曽�
位

之

端

�
卯

麦
�

佐

保
�

貝

口

�

東

加

藤

�

水

崎

�

加

志

々

�

唐

洲

�

廻�

志

多

浦

�

大

綱

�

小

綱

�

銘�田�

��

三
根
上
里�

三
根
下
里�

三

根

浜

�

津

柳

�

青

海

�

木

坂

�

狩

尾

�

賀

佐

�

吉

田

�

櫛�

佐

賀

�

志

多

賀

�

志

越

�

��

松

ヶ

崎

�

浜

町

�

土

井

奈

�

本

元

町

�

上

町

�

下

町

�

太

鼓

町

�

三

軒

屋

�

大

地

�

西

津

屋

�

深

山

�

恵

古

�

仁
田
ノ
内�

井

口

�

友

谷

�

湊�

中

山

�

瀬

田

一

�

瀬

田

二

�

樫

滝

�

飼

所

�

越

ノ

坂

�

犬

ヶ

浦

�

御

園

�

越

高

�

伊

奈

�

志

多

留

�

田

ノ

浜

�

鹿

見

�

久

原

�

女

連

�

��

河

内

�

大

浦

�

鰐

浦

�

豊�泉�

西

泊

�

古

里

�

比

田

勝

�

網

代

�

冨

浦

�

津

和

�

唐

舟

志

�

浜

久

須

�

玖

須

�

大

増

�

舟

志

�

五

根

緒

�

茂

木

�

琴�

芦

見

�

一

重

�

小

鹿

�

　
氏
　
　
名
　

梅

野

泰

二

古

藤

昭

夫

白

水

志

芳

大

浦

武

彦

阿
比
留
　
信
　
圭

多

田

喜

一

一

宮

明

博

梅

野

正

博

大

庭

敏

義

石

井

利

男

a

瀬

　

豊

坂
　
口
　
登
志
男

岩

佐

　

正

仁

位

勝

良

平

尾

　

敬

小

島

敏

昭

山

代

博

康

河

本

成

實

平

間

敏

美

平

間

榮

一

川

上

勝

昭

川
　
上
　
佐
兵
衛

阿
比
留
　
睦
　
男

永

留

政

孝

阿
比
留
　
繁
　
喜

本

石

元

幸

桐

谷

和

美

河

本

末

喜

椿

　

勝

浩

上

原

正

康

山

h

光

久

吉

田

　

永

平

川

松

好

長

瀬

節

雄

長

鵄

郎

石

原

英

樹

長

瀬

利

東

原
　
野
　
喜
代
美

西

山

幸

福

桐

谷

安

彦

勝

山

秀

則

内

山

長

次

横

松

勇

一

俵

　

輝

幸

扇

　

義

敬

井

　

次

男

斉

藤

　

恩

今

林

和

久

北

村

和

義

吉

野

素

直

山

田

良

一

原

　

祐

喜

永

留

禧

一

山

口

浩

一

中

山

精

治

稲

垣

弘

美

犬

束

　

清

川

富

佳

親

阿
比
留
　
直
　
樹

平

松

正

明

佐

伯

達

也

俵

　

清

人

神

宮

隼

人

西

山

正

次

藤

　

和

幸

栗

屋

幸

弘

朝

鍋

　

守

黒

岩

喜

行

小

田

哲

義

築

城

富

雄

山

田

政

臣

小

島

正

年

小

島

芳

一

黒

岩

三

男

堀

江

愛

明

松

島

和

美

犬

束

和

幸

田

中

長

生

村

田

一

志

中

村

晴

人

俵

　

敏

孝

国

重

正

純

扇

　

剛

川

口

　

隆

幸

山

重

之

小

田

貫

志

阿
比
留
　
壮
　
次

波

田

和

實

築

城

算

人

小

川

順

治

日

高

昭

博

平

井

善

正

阿
比
留
　
幹
　
男

小

宮

輝

明

平

山

　

茂

齋

藤

雅

文

原
　
　
　
貴
実
夫

石

丸

義

照

長

郷

　

覺

築

城

哲

則

長

里

忠

芳

森

田

俊

郎

平

江

時

夫

村
　
井
　
志
津
男

糸

瀬

光

男

赤

木

正

男

西

岡

速

人

山

本

初

実

阿
比
留
　
善
　
展

中
　
庭
　
好
一
郎

作

元

洋

一

佐

伯

正

博

村

慶

爾

田

代

静

也

根

津

賢

謙

永

留

堯

吉

永

留

廣

美

小

川

一

成

早
　
田
　
富
士
登

平

山

正

慶

島

居

　

清

渡

邊

信

夫

多

田

國

雄

薦

田

弘

實

青

木

掉

磨

早

田

初

喜

山

根

延

生

岡

野

孝

司

宮

原

龍

一

倉

成

孝

幸

井

手

　

守

久
壽
米
木

茂

實

大

石

修

督

原

田

聖

也

長

崎

　

務

阿
比
留
　
三
　
保

原

　

恒

久

阿
比
留
　
瑞
　
穗

瀧

本

次

人

江

藤

成

市

大

石

　

勇

豊

田

権

朗

平

山

清

一

小

宮

吉

藏

緒

方

公

洋

小

宮

輝

彦

糸

瀬

一

男

糸

瀬

安

則

縫

田

和

己

浦

　

廣

海

板

島

孝

士

國

分

安

則

本

多

康

基

阿
比
留
　
貞
　
臣

大
　
平
　
登
志
彦

乙
　
成
　
美
津
乃

平

尾

孝

男

佐

伯

利

生

市

山

春

正

木

寺

住

雄

原

　

智

明

武

末

賢

市

山

田

剛

己

原

　

光

忠

修

行

正

弘

比
田
勝
　
将
　
良

能

登

　

康

扇

　

勇

美

阿
比
留
　
康
　
成

武

末

靖

民

糸

瀬

一

能

古

藤

哲

雄

玖

須

孝

行

武

本

義

明

古

藤

精

一

古

藤

治

幸

岩

武

輝

信

井

元

直

原

田

嘉

雅

平

間

雅

哲

姉

川

保

人

美
津
島
支
所
管
内（
46�
地�
区
）�

豊
玉
支
所
管
内（
26�
地�
区
）�

峰
支
所
管
内（
13�
地�
区
）�

上
県
支
所
管
内（
31�
地�
区
）�

上
対
馬
支
所
管
内（
22�
地�
区
）�

厳
原
支
所
管
内（
43�
地�
区
）�

　
�

区長会議を開催　181名へ委嘱状を交付�
�
　市内181行政区の新区長が出席し、平成18年度区長会議が４
月20日、21日、28日の３日間、各支所で開かれ、市長より委嘱状
が交付されました。�
　行政と地域の皆さんを結ぶパイプ役としてこれから１年間ご
活躍いただく各地区の新区長を紹介いたします。（敬称略）�

峰
支
所
で
の
様
子
�
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93.1
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
92.3
88.9
27.5
36.9
96.5

100.0
―

100.0
110.1

9.5
61.6

29億1,702万円
4億4,389万円

2,100万円
539万円
702万円

3億7,041万円
8,879万円
1,264万円

1億732万円
151億9,692万円

475万円
2億5,592万円
4億1,719万円

66億4,677万円
42億9,432万円

9,625万円
350万円

13億5,619万円
3億6,381万円

1億306万円
65億2,540万円

392億3,756万円

27億1,509万円
4億4,389万円

2,100万円
539万円
702万円

3億7,041万円
8,879万円
1,264万円

1億732万円
151億9,692万円

475万円
2億3,612万円
3億7,092万円

18億2,529万円
15億8,507万円

9,291万円
350万円

0
3億6,381万円
1億1,342万円
6億1,980万円

241億8,406万円

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町村助成交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債
　　　 計

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

区　　　分� 予 算 額� 収 入 済 額 � 収入率（%）�

99.1
71.1
75.4
64.1
―

41.2
80.8
48.4
88.5
90.3
30.7
99.9
95.5
―

69.4

2億5,363万円
54億6,963万円
57億5,933万円
40億9,336万円

0
60億9,589万円
3億6,668万円

61億8,434万円
10億6,979万円
25億9,103万円
4億1,669万円

68億3,406万円
9,463万円

850万円
392億3,756万円

2億5,131万円
38億9,062万円
43億4,189万円
26億2,336万円

0
25億1,181万円
2億9,617万円

29億9,337万円
9億4,654万円

23億3,910万円
1億2,792万円

68億2,794万円
9,034万円

0
272億4,037万円

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
　　計

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

区　　　分� 予 算 額� 支 出 済 額 � 執行率（%）�

診療所特別会計
公共用地先行取得特別会計
国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
特別養護老人ホーム特別会計
簡易水道事業特別会計
集落排水処理施設特別会計
旅客定期航路事業特別会計
風力発電事業特別会計
　　　　　　　計

　　　　区　　　分�
77.2

100.0
89.0
92.4
90.8
92.7
62.2
71.3
95.6
22.0
87.5

執行率（%）�
1億8,668万円

411万円
44億5,926万円
39億9,077万円
23億5,144万円
4億7,145万円
8億5,153万円

1,682万円
3,731万円

809万円
123億7,746万円

支 出 済 額 �
54.3

100.0
70.8
85.4
76.9
68.9
44.7
78.9
87.3
87.4
73.6

2億4,185万円
411万円

50億1,212万円
43億2,119万円
25億8,893万円

5億870万円
13億6,981万円

2,360万円
3,902万円
3,683万円

141億4,616万円

1億3,143万円
411万円

35億4,760万円
36億8,997万円
19億8,978万円
3億5,061万円
6億1,230万円

1,861万円
3,408万円
3,218万円

104億1,067万円

予 算 額� 収 入 済 額 � 収入率�

74億4,859万円
12億1,208万円
19億8,638万円

10億510万円
10億円

8億6,230万円
13億8,273万円

650億9,668万円

69億円

19万1千円
3万1千円
5万1千円
2万6千円
2万6千円
2万2千円
3万5千円

167万1千円

17万7千円

基　金　現　在　高
　　　◎財政調整基金
　　　◎減　債　基　金
　　　◎振　興　基　金
　　　◎まちづくり基金
　　　◎高齢者福祉基金
　　　◎その他(11基金)

市債現在高 (一般会計 )

一 時 借 入 金 現 在 高

　　区　　　分�

内
　
　
　
訳

金 　 額 � 市民一人あたり額�

2億 5 , 2 8 6万円

2億 4 , 1 0 6万円

2 , 8 1 9万円

7 , 6 5 0万円

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

区　　　　分� 金　　　額（税抜）�

一般会計�

特別会計�

水道事業企業会計�

歳　　入�

歳　　出�

基金・市債・借入金現在高�

　一般会計の歳入状況は、241億8,406万円

が収入済みで収入率は61.6％となっています。

国庫支出金、県支出金、市債については事業完

了後に交付されるため低い収入率となっていま

す。�

　一方歳出は、272億4,037万円が支出済み

で執行率は69.4％となっています。建設工事

などは完成が３月に集中するため、農林水産業

費、土木費の執行率が低くなっています。�

　市の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月

31日までとされていますが、３月31日までに

お金の出し入れを完了することは不可能なこと

から、出納整理期間が設けられています。この

出納整理期間は４月～５月末日までで、この間

に前年度のお金の出し入れを完了することにな

ります。�

　一般会計と特別会計を合わせた収入済額は

345億9,473万円、支出済額は396億1,783

万円で、差し引き50億2,310万円の赤字とな

っています。この足りない分については、金融

機関からの一時借入などでまかなっています。�

�

平成１７年度予算執行状況�
　�
（平成18年３月31日現在）をお知らせします。�
�

※基金については、今後出納整理期間までに取り崩す予定です。
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対馬市組織図（Ｈ18.5.1）�

　今回の組織機構改革は、行財政改革大綱に基づき、少
ない職員数でも的確な行財政運営ができる組織にするこ
とに加えて、当面する政策課題に機動的に取り組み、成
果を上げるための組織機構改革として、政策立案スタッ
フの充実による本庁機能の強化、保健部門や建設部門の
集約化等が図られました。�
　本庁を企画立案と実行、支所を窓口サービスと市民ニ
ーズの把握に重点化し、雇用の確保と住民福祉の向上へ
目指した組織機構となっております。　�
�

的確な行財政運営へ向けて、５月１日付けで組織機構を改革しました。�

総 　 務 　 部 � 総 　 務 　 課 � 総 　 務 　 班 � 市 民 保 護 班 �財 産 管 理 班 �

住 民 税 班 �資 産 税 班 �納 　 税 　 班 �

厳 美 清 華 苑 � 中部クリーンセンター� 北部衛生センター�

健 康 推 進 班 � 地域包括支援班�

国保老人保健班�

観 　 光 　 班 � 国 際 交 流 班 �自 然 共 生 班 �

商 工 流 通 班 � 企 業 誘 致 班 �
農 林 振 興 班 � 農 林 土 木 班 �有害鳥獣対策班�

管 　 理 　 班 � 総 合 技 術 班 �登 記 用 地 班 �

建 　 設 　 班 � 漁 港 漁 場 班 �地 籍 調 査 班 �

管 　 理 　 班 � 地 域 整 備 班 �

管 　 理 　 班 �

出 　 張 　 所 �

学 　 務 　 班 �

業 　 務 　 班 �

指 　 導 　 班 �

中 部 中 継 所 � 北 部 中 継 所 �最 終 処 分 場 �

議 会 事 務 局 � 事 　 務 　 局 �

秘 　 書 　 課 � 秘 　 書 　 班 � 広 報 広 聴 班 �

職 　 員 　 課 �

財 　 政 　 課 �

入 札 契 約 課 �

人 　 事 　 班 � 給 　 与 　 班 �

政 策 企 画 班 � 市 民 協 働 班 �

管 　 理 　 班 � 契 　 約 　 班 �

財政再建・行政改革推進課�

市 　 民 　 課 �

税 　 務 　 課 �

廃棄物対策課�

福 　 祉 　 課 �

保 　 護 　 課 �

観 光 交 流 課 �

農 　 林 　 課 �

商 　 工 　 課 �

水 産 振 興 課 �

管 　 理 　 課 �

文 化 財 課�

市 民 生 活 部 �

福 　 祉 　 部 �

産 業 交 流 部 �

政 策 企 画 課 �

情 報 政 策 課 �

政 　 策 　 部 �

�

都 市 計 画 課 �

北部建設事務所�

会 　 計 　 課 �

地 域 振 興 課 �

住 民 生 活 課 �

出 　 張 　 所 �

水 　 道 　 課 �

建 　 設 　 課 �

建 　 設 　 部 �

水 　 道 　 局 �

健 康 推 進 課 �

保 　 険 　 課 �

保 　 健 　 部 �

総 　 務 　 課 �

学 校 教 育 課 �

生 涯 学 習 課 �

教育委員会事務局�

総 　 務 　 課 �

警 　 防 　 課 �

通 　 信 　 課 �

予 　 防 　 課 �

消 　 防 　 署 �

消 防 本 部 �

各 　 支 　 所 �

助　　　役�市　　　長�

教育委員会�

監　　　査�

農業委員会�

選挙管理委員会�

議　　　会�

教　育　長�

診 療 所 �

健 康 推 進 班 �

介 護 保 険 班 �

診 療 所 �

健 康 推 進 班 �
診 療 所 �

対馬クリーンセンター�

収 納 対 策 室 �
�

電 　 算 　 室 �

浅　茅　の　丘�
日　吉　の　里�

南地区教育事務所� 小 ・ 中 学 校 � 幼 　 稚 　 園 �

小 ・ 中 学 校 � 給 食 調 理 場 �

給 食 調 理 場 �

小 ・ 中 学 校 � 幼 　 稚 　 園 � 給 食 調 理 場 �

厳原地区生涯学習センター�

中地区教育事務所�

青 年 の 家 �

豆酘地区公民館� 佐須地区公民館�

監査委員事務局�

農業委員会事務局�

選挙管理委員会事務局�

事　　務　　局�

事　　務　　局�

事　　務　　局�

南保健センター�

（地域包括支援センター）�

（ 福 祉 事 務 所 ） �

地域包括支援班�
（地域包括支援センター）�

※一部産業交流部業務含む�

地域包括支援班�
（地域包括支援センター）�

北保健センター�

（上対馬地区公民館）�

（厳原地区公民館）�
（市立図書館）�

豊玉地区生涯学習センター�
（豊玉地区公民館）�

峰地区生涯学習センター�
（峰地区公民館）�

上県地区生涯学習センター�
（上県地区公民館）�

美津島地区生涯学習センター�
（美津島地区公民館）�

総 務 福 祉 班 � 子育て支援班� 障 害 福 祉 班 �

保 育 所 �



市
長
事
務
部
局

総
務
部
＝
財
務
課
を
財
政
課
、
入

札
契
約
課
に
分
け
、
職
員
課
を
新

た
に
設
置
。

保
健
部
＝
各
支
所
の
健
康
推
進
部

門
を
、
本
庁
の
健
康
推
進
課
（
豊

玉
）、南
保
健
セ
ン
タ
ー
（
厳
原
）
、

北
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
県
）
の
３

カ
所
に
集
約
。

産
業
交
流
部
＝
観
光
交
流
商
工
課

を
観
光
交
流
課
、
商
工
課
に
分
け

て
設
置
。

建
設
部
＝
各
支
所
の
建
設
部
門
を

本
庁
（
厳
原
）
と
北
部
建
設
事
務

所
（
上
県
）
に
集
約
。

各
支
所
＝
こ
れ
ま
で
の
総
務
課
、

住
民
生
活
課
、
健
康
福
祉
課
、
産

業
建
設
課
の
４
課
を
地
域
振
興
課
、

住
民
生
活
課
の
２
課
体
制
に
。

教
育
委
員
会
関
係

学
校
教
育
関
係
は
、
南
地
区
（
厳

原
）
及
び
中
地
区
教
育
事
務
所

（
峰
）
を
設
置
し
、
本
庁
（
上
対

馬
）
と
併
せ
３
カ
所
に
集
約
。
生

涯
学
習
関
係
は
、
各
地
区
公
民
館

に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
併
設
。

文
化
財
課
を
新
た
に
設
置
。

9 広報つしま  2006. 5

tsushima city community magazine

◎
５
月
１
日
付
異
動

　
　
※
氏
名
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
・
本
所
関
係
】�

《
総
務
部
》【
総
務
課
】▽
次
長
兼
総
務

課
長
＝
齋
藤
勝
行（
同
部
次
長
兼
秘
書

課
長
）（
総
務
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
平
間
寿
郎（
同
課
）▽
参
事
＝
松
久

日
出
雄（
厳
原
支
所
総
務
課
）▽
課
長

補
佐（
自
治
労
派
遣
）＝
杉
原
要（
同
課
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
木
寺
裕
也（
上
対

馬
支
所
総
務
課
）▽
主
任（
県
市
町
振

興
課
派
遣
）＝
永
留
公
一（
同
課
）▽
主

事
＝
稲
垣
久
美
子（
厳
原
支
所
住
民
生

活
課
）、上
松
洋（
同
課
）（
市
民
保
護
班
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
阿
比
留
伊
勢
男

（
美
津
島
支
所
総
務
課
）▽
主
事
＝
双

須
淳
司（
厳
原
支
所
健
康
福
祉
課
）（
財

産
管
理
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
主

藤
繁
明（
厳
原
支
所
健
康
福
祉
課
）▽

主
任
＝
神
宮
秀
幸（
美
津
島
支
所
総
務

課
）【
秘
書
課
】▽
課
長
＝
牧
山
隆（
美

津
島
支
所
総
務
課
長
）（
秘
書
班
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
乙
成
弥
生（
同
課
）

（
広
報
広
聴
班
）▽
課
長
補
佐
＝
根
〆

英
夫（
同
課
）▽
主
任
＝
荒
木
克
也（
同

課
）【
職
員
課
】▽
課
長
＝
中
村
計
司（
峰

支
所
総
務
課
長
）（
人
事
班
）▽
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
比
田
勝
秀
喜（
同
部
総
務

課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
桐
谷
和
孝（
同

部
財
政
再
建
・
行
政
改
革
推
進
課
）（
給

与
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
皆
川
純

子（
議
会
事
務
局
）▽
課
長
補
佐
＝
松

尾
龍
典（
同
部
総
務
課
）▽
主
任
＝
犬

束
幸
吉（
同
部
総
務
課
）【
財
政
課
】▽

課
長
＝
扇
照
幸（
産
業
交
流
部
水
産
課

長
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
廣
澤
康
功

（
同
部
財
務
課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝

松
井
惠
夫
、勝
見
一
成（
同
部
財
務
課
）

▽
係
長
＝
藤
田
浩
徳（
同
部
財
務
課
）

▽
主
任
＝
橘
井
知
宏（
同
部
財
務
課
）

【
入
札
契
約
課
】▽
課
長
＝
小
島
近（
厳

原
支
所
産
業
建
設
課
長
）（
管
理
班
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
平
山
秀
樹（
同
部

財
務
課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
伊
賀
敏

治（
厳
原
支
所
産
業
建
設
課
）（
契
約
班
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
福
井
順
一（
美

津
島
支
所
総
務
課
）▽
主
任
＝
藤
原
亘

宏
、阿
比
留
裕
介（
同
部
財
務
課
）▽
主

事
＝
須
川
直
人（
同
部
総
務
課
）

《
政
策
部
》【
政
策
企
画
課
】▽
課
長
＝

永
尾
榮
啓（
同
課
）（
政
策
企
画
班
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
神
宮
満
也（
福
祉

部
福
祉
課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
荒
木

静
也
、扇
博
祝（
同
課
）▽
主
任（
な
が

さ
き
地
域
政
策
研
究
所
派
遣
）＝
西
川

治
臣（
同
課
）▽
主
事
＝
久
壽
米
木
大

五
郎（
上
県
支
所
総
務
課
）、梅
野
友
和

（
同
課
）、中
庭
俊
樹（
美
津
島
支
所
住

民
生
活
課
）（
市
民
協
働
班
）▽
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
財
部
能
成（
厳
原
支
所
総

務
課
）▽
主
事
＝
柚
谷
智
之（
美
津
島

支
所
産
業
建
設
課
）、脇
本
喜
代
子（
教

委
厳
原
事
務
所
）【
情
報
政
策
課
】▽
副

参
事
兼
係
長
＝
田
中
光
幸（
豊
玉
支
所

総
務
課
）▽
主
任
＝
青
j
裕
之（
峰
支

所
産
業
建
設
課
）、阿
比
留
寿
也（
峰
支

所
総
務
課
）

《
市
民
生
活
部
》▽
部
長
＝
山
田
幸
男

（
同
部
理
事
兼
税
務
課
長
）▽
理
事（
滞

納
税
対
策
担
当
）＝
川
本
豊
信（
福
祉

部
次
長
兼
保
護
課
長
）【
市
民
課
】▽
課

長
兼
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
長
＝
橋

本
政
次（
政
策
部
政
策
企
画
課
長
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
長
信
夫（
厳
原
支

所
住
民
生
活
課
）【
税
務
課
】▽
課
長
＝

阿
比
留
義
邦（
厳
原
支
所
住
民
生
活
課

長
）▽
主
幹（
納
税
班
担
当
）＝
勝
井
俊

博（
福
祉
部
福
祉
課
浅
茅
の
丘
所
長
）、

（
住
民
税
班
担
当
）＝
原
田
善
紀（
厳
原

支
所
住
民
生
活
課
）（
住
民
税
班
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
永
瀬
勝
也（
同
課
）、

増
田
敬
一（
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
有
江
正
光（
同
課
）

▽
主
任
＝
黒
岩
基
尋（
厳
原
支
所
総
務

課
）（
資
産
税
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
小
松
清
美（
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
）

▽
課
長
補
佐
＝
初
村
重
政（
同
課
）▽

副
参
事
兼
係
長
＝
俵
輝
孝（
教
委
美
津

島
事
務
所
）▽
副
参
事
＝
松
本
絹
代（
総

務
部
総
務
課
）▽
主
任
＝
田
中
浩
二（
政

策
部
政
策
企
画
課
）▽
主
事
＝
長
岡
亮

（
同
課
）（
納
税
班
）▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
毛
越
純
一（
厳
原
支
所
住
民
生
活

課
）▽
参
事
兼
係
長
＝
川
崎
英
嗣（
厳

原
支
所
住
民
生
活
課
）▽
係
長
＝
宮
川

明
哲（
厳
原
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
主

任
＝
佐
藤
久（
美
津
島
支
所
住
民
生
活

課
）、初
村
幸
儀（
教
委
厳
原
事
務
所
・

厳
原
地
区
公
民
館
）、寺
崎
喜
代
文（
厳

原
支
所
住
民
生
活
課
）▽
主
事
＝
畑
島

信
一（
総
務
部
総
務
課
）、阿
比
留
大
地

（
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
）（
収
納
対
策

室
）▽
室
長
＝
俵
邦
雄（
同
課
）▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
桐
谷
雅
宣（
厳
原
支
所

総
務
課
）▽
参
事
＝
八
坂
マ
チ
ヨ（
教

委
厳
原
事
務
所
・
厳
原
地
区
公
民
館
）

▽
主
任
＝
朝
鍋
智
男（
厳
原
支
所
住
民

生
活
課
）【
廃
棄
物
対
策
課
】▽
課
長
＝

永
留
秋
廣（
峰
支
所
住
民
生
活
課
主
幹
）

▽
係
長
＝
阿
比
留
忠
明（
同
課
）▽
主

任
＝
末
永
慎
司（
厳
原
支
所
住
民
生
活

課
）▽
主
事
＝
阿
比
留
秀
和（
厳
原
支

所
佐
須
出
張
所
）

《
福
祉
部
》▽
部
長
＝
勝
見
末
利（
総
務

部
理
事
兼
財
務
課
長
）【
福
祉
課
】▽
課

長
＝
阿
比
留
保
則（
峰
支
所
住
民
生
活

課
長
）（
総
務
福
祉
班
）▽
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
多
田
満
國（
峰
支
所
健
康
福
祉

課
）▽
主
任
＝
福
田
和
美（
同
課
）、糸

瀬
博
隆（
上
対
馬
支
所
総
務
課
）▽
主

事
＝
末
松
竜
二（
同
課
）（
子
育
て
支
援

班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
齊
藤
幹
夫

（
保
健
部
保
険
課
）▽
主
任
＝
永
留
潤

也（
峰
支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
事
＝

大
石
佳
代（
上
県
支
所
総
務
課
）、阿
比

留
康
介（
同
課
）（
障
害
福
祉
班
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
中
庭
照
美（
同
課
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
原
田
勝
彦（
同
課
）

▽
主
事
＝
豊
田
秀
樹（
同
課
）（
浅
茅
の

丘
）▽
所
長
＝
神
宮
照
一（
保
健
部
健

康
推
進
課
長
）【
保
護
課
】▽
課
長
＝
永

留
秀
幸（
教
委
峰
事
務
所
長
）▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
中
村
正
喜（
豊
玉
支
所

住
民
生
活
課
）、橘
清
治（
厳
原
支
所
住

民
生
活
課
）、八
坂
一
義（
美
津
島
支
所

健
康
福
祉
課
）、梅
野
泉（
教
委
豊
玉
事

務
所
）▽
主
任
＝
阿
比
留
洋
喜（
美
津

島
支
所
住
民
生
活
課
）、小
茂
田
聡（
峰

支
所
住
民
生
活
課
）

《
保
健
部
》【
健
康
推
進
課
】▽
課
長
＝

扇
廣
幸（
上
県
支
所
総
務
課
長
）▽
主

幹（
健
康
推
進
班
担
当
）＝
宮
川
平
八

郎（
峰
支
所
健
康
福
祉
課
）（
健
康
推
進

班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
中
村
栄
象

（
福
祉
部
福
祉
課
）、澁
江
雄
司（
議
会

事
務
局
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
阿
比
留

正
臣（
同
部
保
険
課
）▽
主
事
＝
小
島

健
太
郎（
教
委
峰
事
務
所
・
峰
地
区
公

民
館
）、岩
本
一
也（
同
課
）、小
島
亮（
美

津
島
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
係
長（
主

任
保
健
師
）＝
大
石
博
美（
同
課
）▽
保

健
師
＝
平
山
悦
子（
同
部
保
険
課
）、須

川
紀
子（
峰
支
所
健
康
福
祉
課
）、寺
崎

美
典（
美
津
島
支
所
健
康
福
祉
課
）、原

田
い
づ
み（
上
県
支
所
健
康
福
祉
課
）、

福
田
智
美（
峰
支
所
健
康
福
祉
課
）、▽

栄
養
士
＝
藤
原
幸
美（
峰
支
所
健
康
福

祉
課
）、安
藤
善
子（
美
津
島
支
所
健
康

福
祉
課
）▽
准
看
護
師
＝
根
津
誠
子（
美

津
島
支
所
健
康
福
祉
課
）（
地
域
包
括

支
援
班
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
國
分
幸

和（
同
部
保
険
課
）▽
主
事
＝
脇
山
武

士（
同
部
保
険
課
）▽
主
任
保
健
師
＝

財
部
恭
子（
同
部
保
険
課
）▽
主
任（
併

任
）＝
阿
比
留
光
代（
同
部
保
険
課
）（
豊

玉
診
療
所
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
原

田
賢（
同
課
）▽
看
護
師
＝
須
川
理
佳

（
同
診
療
所
）▽
准
看
護
師
＝
八
坂
貴

久
美（
同
診
療
所
）【
南
保
健
セ
ン
タ
ー
】

▽
所
長
＝
飯
塚
実（
厳
原
支
所
健
康
福

祉
課
主
幹
兼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所

長
）（
健
康
推
進
班
）▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
大
川
昭
敬（
厳
原
支
所
健
康
福
祉

課
）▽
主
事
＝
龍
造
寺
政
秀（
厳
原
支

所
健
康
福
祉
課
）▽
保
健
師
＝
井
田
清

恵（
厳
原
支
所
健
康
福
祉
課
）、長
瀬
裕

美
子（
美
津
島
支
所
健
康
福
祉
課
）、廣

川
久
美
子
、朝
鍋
佳
子
、本
田
か
お
り

（
厳
原
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
栄
養
士

＝
江
口
尚
子（
厳
原
支
所
健
康
福
祉
課
）

▽
准
看
護
師
＝
市
川
明
美（
厳
原
支
所

健
康
福
祉
課
）（
地
域
包
括
支
援
班
）▽

保
健
師
＝
二
宮
加
生
里（
厳
原
支
所
健

康
福
祉
課
）▽
主
任（
併
任
）＝
井
上
優

子
、浦
瀬
愼
子（
同
部
保
険
課
）【
北
保�

対
馬
市
の�

　
人
事
異
動�

�

機
構
改
革
の�

　
　
主
な
内
容�
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健
セ
ン
タ
ー
】▽
所
長
＝
庄
司
茂
夫（
上

県
支
所
健
康
福
祉
課
長
）（
健
康
推
進

班
）▽
課
長
補
佐
＝
古
場
公
章（
上
対

馬
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
主
任
＝
原
野

和
幸
、小
島
清
香（
上
対
馬
支
所
健
康

福
祉
課
）▽
主
任
保
健
師
＝
須
川
真
千

代（
上
対
馬
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
保

健
師
＝
浅
利
千
里
、比
田
勝
陽
子（
上

対
馬
支
所
健
康
福
祉
課
）、松
永
ふ
み

（
上
県
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
栄
養
士

＝
神
宮
由
紀（
上
県
支
所
健
康
福
祉
課
）、

長
里
由
美
子（
同
部
健
康
推
進
課
）▽

看
護
師
＝
小
茂
田
あ
ゆ
み（
上
県
支
所

健
康
福
祉
課
）（
地
域
包
括
支
援
班
）▽

保
健
師
＝
磯
部
奈
奈（
上
県
支
所
健
康

福
祉
課
）▽
主
任（
併
任
）＝
福
島
と
よ

か
、荒
木
美
由
紀（
同
部
保
険
課
）【
保

険
課
】▽
課
長
＝
平
井
桂
一（
同
課
）（
介

護
保
険
班
）▽
課
長
補
佐
＝
多
田
幸
喜

（
上
県
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
主
任
＝

居
村
雅
昭（
同
課
）、原
田
和
良（
上
県

支
所
住
民
生
活
課
）、松
村
浩
二（
同
課
）、

永
留
和
也（
水
道
局
水
道
課
）、西
山
厚

（
同
課
）▽
主
事
＝
小
宮
嘉
月
、長
瀬
賀

宣
、牧
山
隆
広（
同
課
）、犬
束
政
剛（
美

津
島
支
所
産
業
建
設
課
）（
国
保
老
人

保
健
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
仁
位

孝
良（
同
課
）、大
浦
展
裕（
福
祉
部
保

護
課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
長
野
元
久

（
同
課
）▽
主
任
＝
阿
比
留
満
也（
同
課
）

▽
主
事
＝
浦
瀬
俊
美（
市
民
生
活
部
税

務
課
）

《
産
業
交
流
部
》▽
理
事（
農
林
水
産
担

当
）＝
神
宮
忠
彌（
同
部
次
長
）、（
対
馬

交
流
セ
ン
タ
ー
担
当
）＝
根
〆
憲
治（
建

設
部
都
市
計
画
課
長
）、（
物
産
流
通
担

当
）＝
長
信
義（
美
津
島
支
所
長
）【
観

光
交
流
課
】▽
理
事
兼
課
長
＝
辻
宏
幸

（
同
部
理
事
兼
観
光
交
流
商
工
課
長
）

（
観
光
班
）▽
課
長
補
佐
＝
平
山
祝
詞

（
教
委
学
校
教
育
課
）▽
副
参
事
兼
係

長（
県
観
光
連
盟
派
遣
）＝
村
井
英
哉

（
同
部
観
光
交
流
商
工
課
）▽
主
任
＝

桐
谷
優（
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
）▽

主
事
＝
金
子
舞（
厳
原
支
所
住
民
生
活

課
）、小
森
周
一（
同
部
観
光
交
流
商
工

課
）（
国
際
交
流
班
）▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
梅
野
菊
次（
同
部
観
光
交
流
商
工

課
）▽
主
事
＝
立
花
譲
偉（
同
部
観
光

交
流
商
工
課
）（
自
然
共
生
班
）▽
課
長

補
佐
＝
平
山
哲
正（
同
部
観
光
交
流
商

工
課
）▽
係
長
＝
玖
須
博
一（
福
祉
部

福
祉
課
）【
商
工
課
】▽
課
長
＝
武
田
延

幸（
市
民
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課
長
）

（
商
工
流
通
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
三
宅
一
郎（
政
策
部
情
報
政
策
課
）

▽
主
任（
県
福
岡
事
務
所
派
遣
）＝
扇

徹
弥（
同
部
観
光
交
流
商
工
課
）▽
主

任
＝
岩
佐
哲
也（
同
部
観
光
交
流
商
工

課
）▽
主
事
＝
扇
哲
実（
同
部
観
光
交

流
商
工
課
）（
企
業
誘
致
班
）▽
課
長
補

佐
＝
阿
比
留
裕
史（
上
県
支
所
総
務
課
）

▽
主
事
＝
小
島
繁
樹（
厳
原
支
所
総
務

課
）【
農
林
課
】（
農
林
振
興
班
）▽
課
長

補
佐（
併
任
）＝
里
中
秀
明
、溝
口
聖（
同

課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
一
宮
努（
同

課
）▽
係
長
＝
犬
束
卓
也（
同
課
）▽
主

事
＝
扇
伸
秀（
同
課
）（
農
林
土
木
班
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
竹
本
忠
義（
厳
原

支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任
＝
川
崎
仁

（
同
課
）（
有
害
鳥
獣
対
策
班
）▽
課
長

補
佐
＝
永
野
清
利（
上
県
支
所
産
業
建

設
課
）▽
主
任
＝
高
司
道
尚（
総
務
部

総
務
課
）【
水
産
振
興
課
】▽
課
長
＝
川

本
治
源（
上
対
馬
支
所
産
業
建
設
課
長
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
波
田
安
徳（
豊
玉

支
所
産
業
建
設
課
）、井
田
幸
伸（
同
部

水
産
課
）▽
主
事（
県
水
産
振
興
課
派

遣
）＝
松
村
聡
也（
同
部
水
産
課
）▽
主

事
＝
杉
村
修
一
、武
末
修
一（
同
部
水

産
課
）

《
建
設
部
》【
管
理
課
】▽
課
長
＝
川
上

司（
同
部
建
設
課
長
）（
管
理
班
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
草
葉
利
治（
美
津
島

支
所
住
民
生
活
課
）▽
副
参
事
兼
係
長

＝
立
花
大
功（
厳
原
支
所
産
業
建
設
課
）

▽
副
参
事
＝
松
清
恵（
上
対
馬
支
所
産

業
建
設
課
）▽
主
任
＝
阿
比
留
新
吾（
厳

原
支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
事
＝
中
村

誠
也（
峰
支
所
産
業
建
設
課
）▽
道
路

工
手
＝
小
林
功
憲（
厳
原
支
所
産
業
建

設
課
）（
総
合
技
術
班
）▽
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
仁
位
隆
宏（
豊
玉
支
所
産
業
建

設
課
）▽
課
長
補
佐（
併
任
）＝
溝
越
恵

介（
同
部
建
設
課
）▽
副
参
事
兼
係
長

＝
鶴
岡
雅
弘（
美
津
島
支
所
産
業
建
設

課
）（
登
記
用
地
班
）▽
参
事
兼
課
長
補

佐
＝
阿
比
留
義
範（
豊
玉
支
所
産
業
建

設
課
）、桐
谷
義
壽（
厳
原
支
所
産
業
建

設
課
）▽
課
長
補
佐
＝
神
宮
喜
仁（
厳

原
支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任
＝
庄
司

健
児（
厳
原
支
所
産
業
建
設
課
）【
建
設

課
】▽
課
長
＝
尾
場
瀬
明（
厳
原
支
所

産
業
建
設
課
主
幹
）（
建
設
班
）▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
梅
野
憲
冶（
厳
原
支
所

産
業
建
設
課
）▽
課
長
補
佐
＝
西
村
圭

司（
同
課
）▽
係
長
＝
主
藤
公
康（
厳
原

支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任（
県
対
馬

地
方
局
派
遣
）＝
阿
比
留
克
成（
同
課
）

▽
主
任
＝
山
崎
栄
作（
同
課
）▽
技
師

＝
石
山
拓
史（
同
課
）、阿
比
留
克
博（
豊

玉
支
所
産
業
建
設
課
）、扇
裕
二（
厳
原

支
所
産
業
建
設
課
）、黒
岩
洋
介
、西
山

祥
吾（
美
津
島
支
所
産
業
建
設
課
）（
漁

港
漁
場
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
佐

伯
廣
教（
豊
玉
支
所
産
業
建
設
課
）▽

副
参
事
兼
係
長
＝
藤
島
隆
之（
美
津
島

支
所
産
業
建
設
課
）、原
田
武
茂（
峰
支

所
産
業
建
設
課
）▽
係
長
＝
須
川
英
明

（
厳
原
支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任
＝

神
宮
茂（
美
津
島
支
所
産
業
建
設
課
）

（
地
籍
調
査
班
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝

舎
利
倉
政
司（
厳
原
支
所
産
業
建
設
課
）

▽
主
任
＝
石
丸
正
道（
厳
原
支
所
産
業

建
設
課
）▽
主
事
＝
黒
木
誠
吾（
厳
原

支
所
産
業
建
設
課
）【
都
市
計
画
課
】▽

課
長
＝
堀
義
喜（
同
課
）▽
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
中
村
三
喜（
峰
支
所
産
業
建

設
課
）、阿
比
留
勝
也（
同
課
）【
北
部
建

設
事
務
所
】▽
所
長
＝
小
島
憲
治（
豊

玉
支
所
総
務
課
長
）▽
主
幹（
管
理
班

担
当
）＝
松
村
利
宏（
上
県
支
所
産
業

建
設
課
主
幹
）（
管
理
班
）▽
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
吉
野
吉
広（
上
県
支
所
産
業

建
設
課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
庄
司
智

文（
上
県
支
所
産
業
建
設
課
）、仁
田
原

政
彦（
上
対
馬
支
所
産
業
建
設
課
）▽

主
任
＝
中
原
恵
一（
教
委
上
対
馬
地
区

公
民
館
）、梅
野
加
寿
人（
上
対
馬
支
所

健
康
福
祉
課
）▽
主
事
＝
高
野
和
孝（
豊

玉
支
所
産
業
建
設
課
）（
地
域
整
備
班
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
古
里
満
雄（
上

対
馬
支
所
産
業
建
設
課
）島
居
清
晴
、

山
田
伸（
上
県
支
所
産
業
建
設
課
）、小

島
和
美（
上
対
馬
支
所
産
業
建
設
課
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
八
島
尚
人（
上
県

支
所
総
務
課
）、平
川
純
也（
上
県
支
所

産
業
建
設
課
）▽
主
任
＝
永
留
英
昭（
峰

支
所
産
業
建
設
課
）▽
技
師
＝
丸
島
敦

（
上
対
馬
支
所
産
業
建
設
課
）、冨
基
次

（
上
県
支
所
産
業
建
設
課
）

【
会
計
課
】▽
主
事
＝
永
留
史
彦（
教
委

総
務
課
）

《
厳
原
支
所
》▽
支
所
長
兼
地
域
振
興

課
長
＝
木
寺
和
福（
同
支
所
長
）【
地
域

振
興
課
】（
総
務
担
当
）▽
主
任
＝
手
束

宏
子（
同
支
所
総
務
課
）（
地
域
振
興
担

当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
斉
藤
正
敏
、

小
島
太
美
男（
同
支
所
産
業
建
設
課
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
黒
岩
慶
有（
同
支

所
産
業
建
設
課
）▽
主
任
＝
時
津
秀
樹

（
同
支
所
産
業
建
設
課
）【
住
民
生
活
課
】

▽
主
幹
＝
柴
田
由
美
子（
教
委
厳
原
事

務
所
・
厳
原
地
区
公
民
館
長
）（
住
民
福

祉
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
箱
崎

政
幸（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
参
事

＝
平
間
千
恵（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）、

上
野
優
美
子（
同
課
）▽
副
参
事
＝
西

村
明
子（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
主

任
＝
横
松
美
穂（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）

▽
主
事
＝
俵
嘉
彦（
同
課
）

《
美
津
島
支
所
》▽
支
所
長
＝
松
村
善

彦（
同
支
所
住
民
生
活
課
長
）【
地
域
振

興
課
】▽
課
長
＝
阿
比
留
正
明（
厳
原

支
所
健
康
福
祉
課
長
）（
総
務
担
当
）▽

課
長
補
佐
＝
小
島
克
喜（
同
支
所
健
康

福
祉
課
）▽
主
任
＝
築
城
守
夫（
同
支

所
総
務
課
）▽
主
事
＝
犬
束
興
樹（
会

計
課
）、飯
塚
舞（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）

（
会
計
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

加
藤
泰
子（
同
支
所
総
務
課
）▽
主
任

＝
佐
伯
真
司（
総
務
部
財
務
課
）（
地
域

振
興
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
永

留
正
喜
、平
間
勝
博（
同
支
所
産
業
建

設
課
）▽
課
長
補
佐
＝
小
島
勝
也（
同

支
所
総
務
課
）▽
主
任
＝
黒
岩
良
輝
、

大
川
紀
実（
同
支
所
産
業
建
設
課
）▽

主
事
＝
早
田
竜
介（
同
支
所
総
務
課
）

（
管
理
担
当
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
西

川
均（
同
支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任

＝
手
束
修
二
、小
島
豪
樹（
同
支
所
産

業
建
設
課
）▽
道
路
工
手
＝
日
高
光
茂

（
同
支
所
産
業
建
設
課
）【
住
民
生
活
課
】

▽
課
長
＝
神
宮
吉
幸（
教
委
厳
原
事
務

所
主
幹
・
厳
原
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長
）▽
主
幹（
住
民
福
祉
担
当
）＝
吉
野

建
實（
教
委
豊
玉
事
務
所
・
豊
玉
地
区

公
民
館
長
）（
住
民
福
祉
担
当
）▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
藤
惠
子（
同
課
）▽
参

事
兼
係
長
＝
勝
見
英
二（
教
委
美
津
島

事
務
所
・
美
津
島
学
校
給
食
共
同
調
理

場
）▽
参
事
＝
小
島
千
穂
美
、比
田
勝

ま
き
枝（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
副

参
事
兼
係
長
＝
田
中
紀
幸（
同
支
所
健

康
福
祉
課
）▽
主
事
＝
武
末
沙
織（
同

課
）（
税
務
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
本
石
健
一
郎（
同
課
）▽
主
任
＝
栗

屋
孝
弘
、稲
垣
敏
弥
、阿
比
留
雅
寿（
同

課
）

《
豊
玉
支
所
》▽
支
所
長
＝
松
井
雅
美

（
福
祉
部
福
祉
課
長
）【
地
域
振
興
課
】

▽
課
長
＝
國
分
猛
志（
同
支
所
総
務
課

主
幹
）▽
主
幹（
会
計
担
当
）＝
川
上
萬

壽
雄（
美
津
島
支
所
健
康
福
祉
課
長
）、

（
総
務
担
当
）＝
中
庭
誠
次（
同
支
所
産

業
建
設
課
長
）、（
地
域
振
興
担
当
）＝

永
留
安
生（
同
支
所
産
業
建
設
課
主
幹
）

（
総
務
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

阿
比
留
保（
同
支
所
総
務
課
）▽
主
任

＝
阿
比
留
正
博（
同
支
所
総
務
課
）▽

主
事
＝
酒
井
真
吾（
同
支
所
総
務
課
）

▽
渡
海
船
船
長
＝
小
山
里
樹（
同
支
所

総
務
課
）（
会
計
担
当
）▽
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
波
田
志
惠
子（
同
支
所
総
務
課
）

▽
主
任
＝
小
島
太（
同
支
所
住
民
生
活

課
）（
地
域
振
興
担
当
）▽
副
参
事
兼
係

長
＝
日
高
勝
也（
同
支
所
産
業
建
設
課
）

▽
主
任
＝
築
城
貴
憲（
同
支
所
産
業
建

設
課
）▽
主
事
＝
阿
比
留
高
政（
同
支

所
産
業
建
設
課
）（
管
理
担
当
）▽
課
長

補
佐
＝
小
田
秀
敏（
同
支
所
産
業
建
設

課
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
佐
伯
正（
同

支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任
＝
永
留
恵

美（
同
支
所
産
業
建
設
課
）【
住
民
生
活

課
】（
住
民
福
祉
担
当
）▽
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
長
郷
美
比
古（
同
課
）、浦
田
一

徳（
同
支
所
産
業
建
設
課
）▽
副
参
事

兼
係
長
＝
青
j
絹
子（
同
課
）▽
主
任

＝
山
内
輝
幸（
同
支
所
産
業
建
設
課
）

▽
主
事
＝
平
山
公
年（
保
健
部
健
康
推
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進
課
豊
玉
診
療
所
）（
税
務
担
当
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
長
郷
泰
二（
同
課
）

▽
参
事
兼
係
長
＝
安
田
秀
樹（
同
課
）

▽
主
任
＝
武
田
浩
二（
同
課
）

《
峰
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
課
長
＝

多
田
壯
一（
同
支
所
総
務
課
主
幹
）▽

主
幹（
会
計
担
当
）＝
島
井
利
和（
教
委

峰
事
務
所
・
峰
地
区
公
民
館
長
）、（
管

理
担
当
）＝
青
j

廣
和（
同
支
所
産
業

建
設
課
長
）、（
地
域
振
興
担
当
）＝
八

坂
義
久（
同
支
所
産
業
建
設
課
主
幹
）

（
総
務
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

松
本
政
美（
同
支
所
総
務
課
）▽
副
参

事
兼
係
長
＝
村
瀬
和
生（
同
支
所
総
務

課
）▽
主
任
＝
米
田
里
美（
同
支
所
総

務
課
）（
会
計
担
当
）▽
副
参
事
兼
係
長

＝
松
村
瑞
香（
同
支
所
総
務
課
）（
地
域

振
興
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
井

上
範
保（
同
支
所
産
業
建
設
課
）▽
副

参
事
兼
係
長
＝
乙
成
一
也（
上
県
支
所

産
業
建
設
課
）▽
技
師
＝
糸
瀬
真
作（
上

対
馬
支
所
産
業
建
設
課
）（
管
理
担
当
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
島
居
宏
幸（
同

支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任
＝
永
留
秀

敏（
同
支
所
産
業
建
設
課
）▽
道
路
工

手
＝
永
留
豊
臣（
同
支
所
産
業
建
設
課
）

【
住
民
生
活
課
】▽
課
長
＝
阿
比
留
正

雄（
上
対
馬
支
所
住
民
生
活
課
長
）（
住

民
福
祉
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝

河
野
房
美（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）▽

課
長
補
佐
＝
有
川
元
子（
上
県
支
所
仁

田
出
張
所
）、森
山
忠
昭（
上
対
馬
支
所

産
業
建
設
課
）▽
主
事
＝
築
城
美
香
、

渕
上
真
一（
同
課
）▽
技
師
＝
扇
拓
也

（
上
対
馬
支
所
産
業
建
設
課
）（
税
務
担

当
）▽
課
長
補
佐
＝
古
里
正
人（
同
課
）

▽
主
任
＝
國
分
茂
徳
、中
村
龍
一（
同

課
）【
佐
賀
出
張
所
】▽
主
事
＝
畑
島
洋

一（
上
県
支
所
健
康
福
祉
課
）

《
上
県
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
課
長

＝
武
田
憲
次（
同
支
所
住
民
生
活
課
長
）

▽
主
幹（
会
計
担
当
）＝
川
本
惣
宏（
同

支
所
仁
田
出
張
所
長
）（
総
務
担
当
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
原
谷
梅
子（
議
会

事
務
局
）、春
日
亀
隆
義（
同
支
所
総
務

課
）▽
主
任
＝
西
村
健（
同
支
所
総
務

課
）（
会
計
担
当
）▽
副
参
事
＝
小
宮
明

美（
同
支
所
総
務
課
）（
地
域
振
興
担
当
）�

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
庄
司
美
喜
恵

（
同
支
所
住
民
生
活
課
）、糸
瀬
平
和（
上

対
馬
支
所
総
務
課
）▽
副
参
事
兼
係
長

＝
豊
田
稔
房（
同
支
所
産
業
建
設
課
）

▽
係
長
＝
山
口
博
邦（
産
業
交
流
部
水

産
課
）▽
主
任
＝
八
島
啓
介（
同
支
所

総
務
課
）▽
主
事
＝
原
田
卓
弥（
同
支

所
産
業
建
設
課
）【
住
民
生
活
課
】▽
課

長
＝
糸
瀬
良
久（
同
支
所
産
業
建
設
課

長
）▽
主
幹（
住
民
福
祉
担
当
）＝
大
石

孝
三
郎（
同
課
主
幹
）（
住
民
福
祉
担
当
）

▽
参
事
＝
緒
方
美
千
代（
同
支
所
健
康

福
祉
課
）▽
主
任
＝
阿
比
留
孝
仁
、菅

野
円（
同
支
所
健
康
福
祉
課
）▽
主
事

＝
東
川
貴
彦（
同
課
）、瀧
本
又
司（
上

対
馬
支
所
琴
出
張
所
）（
税
務
担
当
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
中
村
武
久（
同
課
）

▽
主
任
＝
木
寺
洋
子
、福
島
利
弥（
同

課
）▽
主
事
＝
小
宮
利
成（
豊
玉
支
所

住
民
生
活
課
）【
仁
田
出
張
所
】▽
所
長

＝
原
田
義
則（
教
委
上
県
事
務
所
長
）

《
上
対
馬
支
所
》【
地
域
振
興
課
】▽
課

長
＝
長
谷
川
洋
蔵（
同
支
所
総
務
課
長
）

▽
主
幹（
総
務
担
当
）＝
梅
野
誠（
同
支

所
健
康
福
祉
課
長
）、（
会
計
担
当
）＝

岩
中
智
夫（
同
支
所
総
務
課
主
幹
）（
総

務
担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
園
田

俊
盛（
産
業
交
流
部
観
光
交
流
商
工
課
）

▽
主
事
＝
馬
場
夕
妃（
同
支
所
住
民
生

活
課
）（
会
計
担
当
）▽
課
長
補
佐
＝
山

田
邦
治（
同
支
所
総
務
課
）（
地
域
振
興

担
当
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
平
間
千

弘（
同
支
所
産
業
建
設
課
）、春
日
亀
剛

一（
上
県
支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
任

＝
小
島
博
憲（
上
県
支
所
産
業
建
設
課
）、

木
寺
晃
三（
同
支
所
総
務
課
）、比
田
勝

努（
同
支
所
産
業
建
設
課
）（
管
理
担
当
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
船
越
和
憲（
同

支
所
産
業
建
設
課
）▽
主
事
＝
白
浜
恒

之（
同
支
所
産
業
建
設
課
）▽
技
師
＝

浦
崎
千
春（
同
支
所
産
業
建
設
課
）【
住

民
生
活
課
】▽
課
長
＝
緒
方
雅
文（
峰

支
所
健
康
福
祉
課
長
）（
住
民
福
祉
担

当
）▽
参
事
＝
比
田
勝
花
代（
同
課
）、

小
宮
信
子（
上
県
支
所
健
康
福
祉
課
）

▽
副
参
事
兼
係
長
＝
阿
比
留
裕（
同
支

所
健
康
福
祉
課
）、網
代
洋
之（
同
課
）

▽
係
長
＝
木
寺
俊
文（
同
支
所
健
康
福

祉
課
）▽
主
任
＝
糸
瀬
史
子（
同
支
所

健
康
福
祉
課
）▽
主
事
＝
竹
内
亮
介（
教

委
厳
原
事
務
所
・
厳
原
地
区
公
民
館
）

（
税
務
担
当
）▽
係
長
＝
内
山
博
晴（
同

課
）▽
主
任
＝
財
部
仁（
同
支
所
総
務

課
）、永
尾
裕
司（
同
課
）【
琴
出
張
所
】

▽
参
事
＝
安
心
院
治
美（
同
支
所
住
民

生
活
課
）

《
水
道
局
》【
水
道
課
】（
管
理
班
）▽
参

事
兼
課
長
補
佐
＝
久
和
勇
士（
同
課
）

▽
参
事
＝
三
山
佐
知
江（
同
課
）▽
主

事
＝
横
瀬
雄
一
郎（
厳
原
支
所
健
康
福

祉
課
）、池
渕
真
一
郎
、石
丸
真（
同
課
）

（
業
務
班
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
小

田
康
智（
同
課
）▽
技
師
＝
阿
比
留
良

拓（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
）、有
地
秀

介（
同
課
）、縫
田
幸
広（
上
県
支
所
産

業
建
設
課
）、国
分
秀
文（
豊
玉
支
所
住

民
生
活
課
）、築
城
公
則（
豊
玉
支
所
産

業
建
設
課
）（
美
津
島
支
所
駐
在
）▽
主

任
＝
悌
敬
治（
美
津
島
支
所
住
民
生
活

課
）▽
主
事
＝
黒
岩
大
作（
美
津
島
支

所
住
民
生
活
課
）（
豊
玉
支
所
駐
在
）▽

参
事
＝
斎
藤
寶
三（
豊
玉
支
所
住
民
生

活
課
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
阿
比
留

誠（
豊
玉
支
所
住
民
生
活
課
）（
峰
支
所

駐
在
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
永
留
泉

（
峰
支
所
住
民
生
活
課
）（
上
県
支
所
駐

在
）▽
課
長
補
佐
＝
土
肥
熊
男（
上
県

支
所
住
民
生
活
課
）▽
主
任
＝
阿
比
留

隆
義（
上
県
支
所
住
民
生
活
課
）（
上
対

馬
支
所
駐
在
）▽
副
参
事
＝
園
田
治
盟
、

御
手
洗
康
成（
上
対
馬
支
所
住
民
生
活

課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】

▽
教
育
次
長
＝
日
高
一
夫（
福
祉
部
長
）

▽
理
事（
生
涯
学
習
振
興
担
当
）＝
菅

野
倶
吉（
教
育
次
長
）、（
図
書
館
担
当
）

＝
佐
伯
勲（
豊
玉
支
所
長
）【
総
務
課
】

▽
副
参
事
＝
大
石
静
美（
上
県
事
務
所
）

▽
主
任
＝
財
部
晃（
峰
事
務
所
）▽
主

事
＝
山
田
英
司（
上
県
支
所
産
業
建
設

課
）【
学
校
教
育
課
】（
学
務
班
）▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
竹
森
健
一
郎（
上
県
事

務
所
）▽
副
参
事
兼
係
長
＝
原
和
彦（
上

県
事
務
所
）▽
主
事
＝
金
丸
隆
博
、米

田
綾（
同
課
）（
指
導
班
）▽
主
任
指
導

主
事
＝
倉
田
登
勝（
同
課
）▽
指
導
主

事
＝
永
留
和
博
、梅
野
由
美
子（
同
課
）

▽
指
導
主
事（
併
任
）＝
國
分
章
、山
口

徳
男
、西
山
篤（
同
課
）（
南
地
区
教
育

事
務
所
）▽
所
長
＝
鶴
岡
利
信（
厳
原

事
務
所
長
）▽
主
幹
・
厳
原
学
校
給
食

共
同
調
理
場
長
＝
神
宮
昌
次（
美
津
島

事
務
所
）▽
主
幹
・
美
津
島
学
校
給
食

共
同
調
理
場
長
＝
橘
英
次（
美
津
島
支

所
住
民
生
活
課
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
小
嶋
弘
美（
厳
原
事
務
所
）▽
主
任

＝
志
賀
慶
二（
美
津
島
支
所
総
務
課
）、

松
島
哲
也（
厳
原
事
務
所
）▽
主
事
＝

村
瀬
文
乃（
産
業
交
流
部
観
光
交
流
商

工
課
）、上
田
健
一（
美
津
島
事
務
所
）

（
中
地
区
教
育
事
務
所
）▽
所
長
＝
中

村
敏
明（
豊
玉
事
務
所
長
）▽
主
幹
・
豊

玉
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
＝
川
上

幸
義（
豊
玉
事
務
所
主
幹
・
同
場
長
）▽

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
阿
比
留
初
子（
豊

玉
事
務
所
）▽
豊
玉
学
校
給
食
共
同
調

理
場
副
参
事
＝
長
郷
照
美（
同
調
理
場
）

▽
主
任
＝
佐
護
篤
哉（
上
対
馬
支
所
産

業
建
設
課
）▽
主
事
＝
野
田
真
一
郎（
峰

事
務
所
）【
生
涯
学
習
課
】▽
課
長
兼
上

対
馬
地
区
公
民
館
長
＝
國
分
敏
久（
上

県
地
区
公
民
館
長
）▽
主
幹
＝
位
下
文

晴（
福
祉
部
保
護
課
）▽
参
事
兼
上
対

馬
地
区
公
民
館
参
事
＝
御
手
洗
美
澄

（
上
対
馬
地
区
公
民
館
）▽
副
参
事
兼

係
長
＝
庄
司
克
啓（
上
対
馬
支
所
住
民

生
活
課
）▽
副
参
事
＝
三
原
真
弓（
上

対
馬
支
所
総
務
課
）▽
主
事（
青
年
の

家
派
遣
）＝
小
宮
憲
司（
上
県
事
務
所
）

（
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）▽

所
長
兼
厳
原
地
区
公
民
館
長
＝
内
山

宗
雄（
美
津
島
支
所
産
業
建
設
課
長
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
厳
原
地
区
公

民
館
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
桟
原
馬
佐

敏（
厳
原
事
務
所
）、小
磯
嘉
文（
厳
原

地
区
公
民
館
）▽
副
参
事
兼
係
長
兼
厳

原
地
区
公
民
館
副
参
事
兼
係
長
＝
井

田
喜
啓（
厳
原
事
務
所
）▽
主
任
兼
厳

原
地
区
公
民
館
主
任
＝
扇
明
宏（
峰
支

所
佐
賀
出
張
所
）▽
主
事
兼
厳
原
地
区

公
民
館
主
事
＝
米
田
晃
二（
政
策
部
政

策
企
画
課
）、吉
村
貴
志（
峰
支
所
健
康

福
祉
課
）（
佐
須
地
区
公
民
館
）▽
主
任

＝
木
屋
勝
也（
厳
原
支
所
住
民
生
活
課
）

（
美
津
島
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▽
所
長
兼
美
津
島
地
区
公
民
館
長
＝

勝
見
芳
光（
美
津
島
事
務
所
長
兼
美
津

島
地
区
公
民
館
長
兼
美
津
島
体
育
館

長
）▽
参
事
兼
係
長
兼
美
津
島
地
区
公

民
館
参
事
兼
係
長
＝
俵
敏
明（
美
津
島

事
務
所
・
美
津
島
地
区
公
民
館
）▽
参

事
兼
美
津
島
地
区
公
民
館
参
事
＝
大

浦
日
奈
子（
美
津
島
事
務
所
）▽
主
任

兼
美
津
島
地
区
公
民
館
主
任
＝
花
屋

茂
雄（
美
津
島
支
所
健
康
福
祉
課
）（
豊

玉
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）▽
所
長

兼
豊
玉
地
区
公
民
館
長
＝
阿
比
留
茂

夫（
豊
玉
事
務
所
主
幹
）▽
参
事
兼
課

長
補
佐
兼
豊
玉
地
区
公
民
館
参
事
兼

課
長
補
佐
＝
平
江
俊
哉（
豊
玉
事
務
所
・

豊
玉
地
区
公
民
館
）▽
主
任
兼
豊
玉
地

区
公
民
館
主
任
＝
梅
野
浩
二（
豊
玉
事

務
所
）▽
主
事
兼
豊
玉
地
区
公
民
館
主

事
＝
酒
井
孝
史（
豊
玉
事
務
所
・
豊
玉

地
区
公
民
館
）（
峰
地
区
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）▽
所
長
兼
峰
地
区
公
民
館
長

＝
志
田
博
俊（
峰
支
所
総
務
課
主
幹
）

▽
課
長
補
佐
兼
峰
地
区
公
民
館
課
長

補
佐
＝
井
村
定
則（
峰
事
務
所
）▽
主

任
兼
峰
地
区
公
民
館
主
任
＝
原
田
真

大（
生
涯
学
習
課
）（
上
県
地
区
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
）▽
所
長
兼
上
県
地
区
公

民
館
長
＝
安
重
孝
一（
上
対
馬
地
区
公

民
館
長
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
上
県

地
区
公
民
館
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
日

高
は
つ（
上
県
事
務
所
・
上
県
地
区
公

民
館
）▽
副
参
事
兼
係
長
兼
上
県
地
区

公
民
館
副
参
事
兼
係
長
＝
田
村
竜
一

（
上
県
事
務
所
）【
文
化
財
課
】▽
課
長

＝
小
島
武
博（
厳
原
支
所
総
務
課
長
）

▽
副
参
事
＝
阿
比
留
伴
次（
峰
事
務
所
）

▽
主
任
＝
田
中
淳
也（
美
津
島
事
務
所
）、

尾
上
博
一（
厳
原
事
務
所
）【
議
会
事
務

局
】▽
局
長
＝
大
浦
義
光（
総
務
部
次

長
兼
総
務
課
長
）▽
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
豊
田
充（
選
挙
管
理
委
員
会
）▽
主

任
＝
阿
比
留
美
香（
豊
玉
支
所
総
務
課
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】▽
係
長
＝
平
間

博
文（
同
事
務
局
）
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【
仕
事
】　
委
員
会
に
出
席
し
次
の

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
提
言
を
い

た
だ
き
ま
す
。

①
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
対
馬

市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
そ
の
実

施
計
画
等
の
進
捗
管
理

②
施
設
等
の
使
用
料
見
直
し
な
ど

行
財
政
改
革
の
方
策

【
任
期
】　
平
成
18
年
７
月
1
日
か

ら
前
記
任
務
に
対
す
る
調
査
審
議

等
が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間
（
平

成
18
年
12
月
を
予
定
）

【
報
酬
】　
条
例
に
よ
り
報
酬
（
日

額
6,
9
0
0
円
）
及
び
交
通
費
を

支
給

【
募
集
内
容
】

(1)
募
集
人
員
　
2
名
以
内

(2)
応
募
資
格
　
①
公
益
性
の
観
点

か
ら
意
見
の
述
べ
ら
れ
る
方
②
本

市
に
住
所
を
有
し
現
に
居
住
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
方
③
本
市
の
職

員
及
び
市
議
会
議
員
で
な
い
方
④

市
の
行
政
改
革
推
進
に
関
心
の
あ

る
方
⑤
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る

委
員
会
に
出
席
で
き
る
方
（
年
2

回
の
予
定
）

【
応
募
方
法
】

(1)
提
出
書
類
　
次
の
事
項
を
記
載

し
た
申
込
書（
任
意
様
式
可
）を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
委
員
会
の
名
称
（
対
馬
市
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
）
②
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話

番
号
③
現
在
の
職
業
・
勤
務
先
④

経
歴
（
職
歴
、
学
歴
等
参
考
と
な

る
事
項
）
⑤
地
域
活
動
の
状
況
⑥

応
募
し
た
理
由
（
行
財
政
改
革
に

関
す
る
意
見
、期
待
等
を
含
む
。
）
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今年度の公民館講座の募集受付を開始します。�
１．受付期間：５月中旬から各地区公民館の申
　　込期限まで�
２．受付時間：午前９時から午後５時まで�
　　　　　　　　　（時間外は、受付ません）
３．受付場所及び連絡先（左記一覧表）�
４．受講資格：市内に在住又は、勤務する人�
５．受講料：受講料は無料です。但し、材料費
　　・教材費は受講者の負担とします。�
６．申込方法：電話か、受講申込書に記入のう
　　え、ＦＡＸ又は講座を受講する地区公民館
　　窓口へ直接お申し込み下さい。定員になり
　　次第、申込を締切ます。�
　（但し、厳原地区公民館講座については、後
　　日抽選会を開きます）�
７．備　考�
　　※受講申込者が少ない時は、その講座の開
　　　設を中止することがあります。�
　　※どの地区公民館の講座も受講できます
　　　が、申込み先は各講座を実施する公民館
　　　のみとします。�
　　※講座内容について詳しく知りたい方は、
　　　受講を希望する地区公民館にお問い合わ
　　　せ下さい。�

　
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
柔
軟
で
活
力
あ
る
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
る
た
め
の
行
財
政
運
営
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
、
広
く
市
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
市
民
と
共
に
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
対
馬

市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。�

「
対
馬
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」�

　
　
　
　
公
募
委
員
募
集
！�

�

講座は、次ページのとおりです。�

平成18年度 公民館講座 募集案内�平成18年度 公民館講座 募集案内�
講
座
　
申
込
場
所
・
住
所
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）�

上
対
馬
地
区
公
民
館�

上
県
地
区
公
民
館�

峰
地
区
公
民
館�

豊
玉
地
区
公
民
館�

美
津
島
地
区
公
民
館�

厳
原
地
区
公
民
館�

佐
須
地
区
公
民
館�

豆
酘
地
区
公
民
館�

〒
８
１
７-

１
７
０
１�

上
対
馬
町
比
田
勝
５
７
５-

１�

〒
８
１
７-

１
６
０
２�

上
県
町
佐
須
奈
甲
５
６
７-

３�

〒
８
１
７-

１
３
０
１�

峰
町
三
根
４
５
１�

〒
８
１
７-

１
２
０
１�

豊
玉
町
仁
位
３
７
０�

〒
８
１
７-

０
３
２
２�

美
津
島
町
　
知
甲
1
2
8
7-

1
�

〒
８
１
７-

０
０
１
３
　�

厳
原
町
中
村
６
４
４�

〒
８
１
７-

０
２
４
８�

厳
原
町
小
茂
田
７
１
３-

４�

〒
８
１
７-

０
１
５
４�

厳
原
町
豆
酘
３
０
７
５-

１�

８
６-
３
０
５
２�

（
８
６-
３
９
３
７
）�

８
４-

２
５
７
６�

（
８
４-

２
５
８
４
）�

８
３-

０
１
５
１�

（
８
８-

２
１
６
１
）�

５
８-

０
０
６
２�

（
５
８-

１
０
６
７
）�

５
４-

４
０
４
４�

（
５
４-

４
０
４
６
）�

５
２-

０
３
６
３�

（
５
２-

０
３
３
３
）�

５
６-

１
１
１
１�

（
５
６-

０
５
２
０
）�

５
７-

０
０
４
９�

（
５
７-

１
１
４
５
）�

���

（申し込み書様式）�
対馬市地区公民館講座受講申込書�
�　　　　講座を受講したいので、申し込みいたします。�
�　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日�
住　　所　　対馬市　　町　　　番地�
氏　　名�
電話番号�
�

公 民 館 名� 地区公民館�

受講希望講座名�
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平成18年度　対馬市各地区公民館講座募集一覧表�
�

上
対
馬
地
区�

上
県
地
区�

豊
玉
地
区�

美
津
島
地
区�

厳
原
地
区�

豆
酘
地
区�

  講座名          講師名　　回数  開催予定期間   予定開催時間       開催場所       申込期限  定員         備　　　考�

パソコン（初級）     望月敏男      ８     ６月～９月　 19：00～21：00 上対馬総合センター 5/31  15�

ハングル（中級）     朴　柄俊     ８     ６月～９月　　19：00～21：00　　 　〃 　　       〃     30�

 デジカメ       権藤直幸   ８     ６月～９月　 19：00～21：00 　　　〃 　　　　 〃    15�

 絵画教室      吉原絵理子    ８     ６月～９月　 19：00～21：00 　　　〃 　　　　 〃　　15�

歩・歩・歩講座　　一宮徳裕　　１      ６月11日　   8：30～17：00

公民�
館名�

毎週月曜�

毎週木曜�

毎週金曜�

毎週火曜�

　日曜�
上対馬総合センター集合�
　　城山・金田城跡� 5/31　30 野山を歩きながら、対馬再発見！�

（集合　８：００）�
�

婦人学級　　　各地区婦人会で、何かを習ってみたいというところは、10名程度でまとまれば、1講座のみ開設いたしますので、お申し出ください。�

郷土の学習　 郷土史家の諸先生   ６     ６月～10月    　　　　　　　　　対馬全域　　　5/31　20　ふるさと再発見（自然散策）�

パソコン（初級）      福島利弥       ８     ６月～7月　　19：30～21：30　上県地区公民館   〃     20    ※初心者のみ募集�

手話（初級）   梅野吉朗・武末敬子    ８     ６月～8月     19：30～21：00　　　　 〃 　〃　　20　 ※初心者のみ募集�

  英会話          竹内礼子      ８     ６月～10月　13：30～15：30          〃   〃     20 �

ハングル（初級）        朴 柄俊    ８     ６月～8月　　19：30～21：30　　　　〃　　　　　〃　　20 �

 木工細工       岩佐幸雄      ８    ６月～10月   10：00～12：00    やまねこ工房      〃     20 �

  陶　芸          日高光博      ８     ６月～10月    19：30～21：30             〃   〃     20 �

 出前講座      各地区内で10名程度、何でもチャレンジしてみようと、まとまれば、2講座まで開設いたしますので、お申し出ください。（月2回）�

※合同開講式　　平成18年6月11日（日）午後2時から　　対馬市上県地区公民館�

毎週日曜�

毎週水曜�

毎週火曜�

毎週火曜�

毎週火曜�

毎週木曜�

第１、第３日曜�

第2、第4日曜�

　　　　　　公民館行事　  １   6月18日  日曜   9：30～16：00                                 6/5    60   受付9：00～9：30�

※友達同士のペアの場合は、中学生以上。（参加申込は二人一組のみとし、一人での参加は受け付けておりませんのでご了承下さい。）�

婦人学級　　各地区婦人会で何かを習ってみたいというところは、10名程度でまとまれば学級を開設いたしますので、お申し出ください。�

ふれあい釣り大会� 三根湾�
（集合  峰地区公民館）�

　陶　芸         山　一宏    ８      ６月8日～    19：00～21：00   仁位ふれあい工房  5/31  20 �

　木　工         江　敏夫    ５      ６月7日～　 19：00～21：00 　　　〃 　〃　　20 �

エアロビクス      黒岩荘子    ８　  ６月13日～　 19：00～21：00　 豊玉文化会館      〃     30

第2、第4木曜�

第2、第4火曜�

第1、第3水曜�

國分英俊     ３�
対馬の植物�
観察会�

６月25日　日曜�

10月1日　日曜�

3月18日　日曜�

8：50～12：10

未定�
未定�未定�

未定�

内山・龍良山�

浅茅湾�

仁位・神話の郷�

6/16  30
豊玉文化会館駐車場集合 7:50集合�
美津島町樽ヶ浜乗船場集合 8:40集合�
�

  陶　芸        山　一宏　　13　 ６月27日～   19：30～21：30 美津島文化会館 6/7　10　※初回材料費5,000円程度�

  洋　裁       阿比留康子　13　 ６月28日～      9：30～11：30          〃              〃     10�

  押し花        川口令子　　13      7月5日～    19：30～21：30         〃              〃    15�

  舞　踊        藤恵美子　　13    ６月28日～    19：30～21：30           〃              〃     30�

  書　道       田中十四雄　13    ６月29日～ 　19：30～21：30 　　  〃              〃     20�

健康体操       田中次子　　13    ６月28日～    13：30～15：30            〃              〃    20   ※中高年対象�

  手　芸       阿比留秀子　13      7月5日～     13：30～15：30         〃             〃　　15　レース編・小物�

毎週水曜�

毎週水曜�

毎週水曜�

毎週水曜�

毎週水曜�

毎週水曜�

毎週木曜�

毎週木曜�

第1・第2月・水曜�
※初回材料費3,000円程度、�
   毎回1,500円程度�
�

エコツーリズム　  永留　浩     10   毎月第２・第４土曜 10：00～12：00      対馬全域  5/31   30   対馬を歩き、対馬を知る！�

   魚料理       食生活改善推進委員   ５    ６月21日～    13：30～15：30    ありあけ会館  5/31   20�

※ハングル講座等の募集は新しい公民館（対馬市交流センター）に移転後、市報で募集の案内を行う予定です。�

対馬の新鮮な魚をさばいて�
おいしく食べましょう！�

エアロビクス     川添幸美      ８    ６月22日～    19：30～21：30   金田小学校体育館  6/19   30�

  パソコン        木下和敏      ８    ６月21日～    19：30～21：30   金田小学校パソコン室  6/19   15

エアロビクス     川添幸美      ８      ６月6日～　 19：30～21：00   豆酘地区公民館  5/31   15   ※女性のみ募集�

                   國分英俊・本石正久    ７ ６月24日 　　　 9：30～         対馬全域  5/31   20自然散策�
及び郷土史�

毎週火曜�

(第1回)

峰
地
区�

佐
須
地
区�
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金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン

　今朝、出勤準備をしていたら、テレビからワールドニュースコ
ーナーの放送が聞こえました。�
「今の時期、日本では桜の花見のために、連日大勢の人が上野公
園に集まります。日本人は桜の花を見るだけでなく、その下で食
べたり、飲んだりします。この花見の場所取りのために、ある会
社では新入社員が朝7時からこの場所を守っていたそうです。」
�画像は満開した桜の花の木がずらっと並んだ、桜の屋根の下で
楽しんでいる人々。「えらく大勢の人だね。韓国でも花見で近郊
に行くけど、朝の7時から場所取りってのはすごいね」と、うち
の母は珍しそうにテレビを見ていました。��
　韓国でも花見をすることは以前、釜山事務所だよりで書いたこともありますが「コッノリ（直訳すれ
ば花の遊び）」と言います。日本では「花見＝桜」というイメージが強いですが、韓国では「コッノリ
＝連翹、桜、ツツジ、菜の花、梨の花、梅の花、山須臾の花」などを見に行くことを指します。�

　韓国の花見＝コッノリ（花の遊び）�

　ある時のコッノリはドライブがてらに、またある時は家族のピ
クニック、またまたある時は山登りなど。また、韓国では花見に
行った所の「地元料理」を食べる傾向が強く、日本のような大々
的な場所の取り合いはありません。むしろ、車のパーキングの場
所取りが激しいです。写真（上）は、この前に行った蔚州郡に残
っている倭城と桜です。�

　花見の帰りに見つけたワカメ干し　�

　花見の帰りに（私には）珍しい光景を見つけました。ワカメ干
し。日本でもワカメは食べますね。韓国でワカメは、生の物をコチュザン（唐辛子の味噌）に付けて食べた
り、茎を炒めたり、お粥を作ったり、和え物にしたり、チゲにしたり、熱い汁または冷たい汁を作ったり、
そして揚げたりして食べます。�
　一番、代表的な物がワカメ汁で、お産の後は必ず食べるメニューです。面白いのは、韓国でお産があ
った家にプレゼントとして長く干したワカメを送ったりしますが、縁起が悪くなるから折り曲げた物を
送るのは禁止だそうです。ワカメは骨の密度を高めるカルシウムや人の新陳代謝に関係するヨードが多

く含まれています。また、重金属を解毒する成分も多いので、この
春の黄砂に含まれてきた重金属の退治のために、今夜はワカメの味
噌汁一杯、どうですか。�
　ＰＳＢ環境マラソンに国境マラ
ソン入賞者が参加�
さて、桜が咲き始めた3月2６(日)、
釜山では「PSB環境マラソン」が
開かれました。この大会は2年前か
ら対馬の国境マラソンと交流を行

い始め、お互いの大会に優勝選手を招待しています。今年は、去年の国
境マラソンの入賞者であった白山正義（大阪市）さんと向井和子（北九
州市）さんが大会に出場し、去年に続いて2年連続で上位に入りました。
選手２人は大会の場で、去年の国境マラソンの参加者と会い、今年も国境
マラソンで会いましょうと約束するシーンもありました。�

蔚州郡の倭城と桜�

レンギョウ�

ウルジュ�

サ ン シ ュ ユ �
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〔問い合せ先〕 �
保健部健康推進課�
☎0920-58-1118

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

　昨年度、対馬市では食生活改善推進員養成講習会を
10月～２月まで開催しました。全８回の日程で、内容
は栄養や健康についての講義、運動・調理実習など、
ヘルスメイトになるための基礎的な知識を身につける
ための学習をしました。�
　その結果、４月から新しく１６名の方が仲間入りを
し、地域での健康づくりの担い手としてお役に立てる
よう頑張りますので、よろしくお願いします。�

１,せんだんごに白せんを入れ、よくまぜる。�

   ＊白せんがない場合は、そば粉、もち米粉

　でもよい。��

２,(１)に水を入れやわらかくし、砂糖、塩を

　加えてよく混ぜる。�

３,フライパンに油を引き、中火で(2)をうす

　く流し込み、表面が白くなると、はけに水

　をつけ表面にぬって白さをなくす。��

４,表と裏をひっくり返してよく焼き上げる。�

５,中にあんを入れる場合は、かすまきのよう

　に巻いて、食べやすい大きさに切る。�

新しい「ヘルスメイト」、16名に期待�
�
新しい「ヘルスメイト」、16名に期待�
�

※一人分栄養価（６等分にした場合）：エネルギー  299kcal、たんぱく質　0.0g、カルシウム　78mg、食塩相当量　0.9g��
�

せん（せんだんご）白せん少々　　400g�
砂糖　　　　　　　大さじ4～6�
塩　　　　　　　小さじ1～1.5�
水　　　　　   　 400～450ml��
油　　　　　　　　　　　 少々�

＜材料＞�
�

＜作り方＞�

�

4～6人分�手づくりおやつ紹介�

　「からだによいおやつづくり」をテーマとした親子料理教室を２月６日、小綱小学
校で行いました。これは、学校保健委員会の活動の一環としての取り組みで、児童・

保護者・教職員合わせて４５名が参加しました。活気あふれ
る楽しい会となりました。�
　私たちが伝えたかった郷土料理の１つ、「せんつけ」にも
挑戦し、とても上手にできました。参加者からは「また家庭でも是非作ってみたい」と
の感想が多く寄せられ、大変有意義な催しとなりました。�
参加者の声（保護者）�
●親子で料理ができて楽しかった。普段、おやつを作ってあげることができなかったの
で、とてもよい体験ができた。これからは自分でもできそう。●子どもの笑顔を見ると、
家でもどんどん一緒に作りたいと思う。昔なつかしい味でとてもおいしく、早速作って
みようと思った。�
参加者の声（子ども）�
●家でもお母さんと作ってみます。●生地をひっくり返すときがおもしろかったです。
●包丁で芋の切り方を教えてもらいました。楽しかったです。●お料理を教えてもらっ
てうれしかった。食べると元気になりました。�

小綱小4年生�

小綱小5年生�

小綱小6年生�



●健診の変更点�
１.健診の種類：年齢により受けられる健診の種類や内容が変わります。
２．個人負担：がん検診においても自己負担をいただきます（下表を参照して下さい）
◎市民健診は、基本的に社会保険被保険者本人は対象となりません。ただし、事業所で健診を受ける機会
　がない場合はご相談下さい。�
◆自分の健康状態を知り、生活習慣を見直すきっかけづくりになるように、今年も是非、健診を受けま
　しょう。　

対象者：対馬市に住所を有する方で、19年3月31日時点で40歳以上の方（節目健診対象者は除く）
◇健診日程は、後日お知らせします。◇健診会場及び受付時間等、健診の詳細は、事前説明会でお知ら
せします。◇市民健診については、各地区で事前説明会を開催いたします。採尿・採便容器の配付、問
診票の記入をいたしますので、ご参加下さい。説明会の日程についても後日お知らせします。
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※国保の方のがん検診、超音波検査につきましては、＊印の部分は対馬市国民健康保険が負担しますので全部で4,200円になります。
※対象となられる年齢の方は、最寄りの支所へお申し込み下さい。

※国保の方は、対馬市国民健康保険が１,３００円を負担します。
※予約、詳細は、南保健センター　☎５２－４８８８へお問い合わせ下さい。

市民健診・ガン健診のお知らせ�市民健診・ガン健診のお知らせ�～その2～�

【 節 目 健 診 】実施期間：１８年６月～１２月��
　　　対象者：対馬市に住所を有する方で、19年3月31日時点で40歳、45歳、50歳、55歳、60歳になる方�

【 個 別 健 診 】実施期間：１８年５月８日～１１月３０日��
　　　対象者：厳原町の曲～久田道に住所を有する方で、19年3月31日時点で40歳以上の方（節目健診対象者は除く）�

【 集 団 健 診 】実施時期：年度の前半に行われていましたが、11月の1ヶ月間で巡回し実施します。

【婦人がん検診】11月下旬～12月初旬にかけて行う予定です。詳細については後日お知らせします。�

■問合せ先：保健部健康推進課（豊玉支所内）☎58－1118 ・南保健センター（厳原支所内）☎52－4888 ・北保健センター（上県支所内）☎84－2310

　　　種　　類　　 健診にかかる料金 あなたが負担する料金 内 　　容 実施機関

１ 基本健診 9,903円 3,000円 身体･血圧測定　尿・血液検査　診察

２ 胃がん検診 10,000円　　 ＊　2,000円 胃カメラ

３ 肺がん検診 10,000円 ＊　2,000円 胸部ＣＴ

４ 大腸がん検診 1,500円 ＊　　300円 便検査

５ 前立腺がん検診 1,371円 ＊　　300円 血液検査

６ 肝炎検査 3,677円 1,200円 血液検査（一度受けた方は対象外）

７ 腹部超音波検査 3,000円 ＊　　600円

39,451円 9,400円

（心電図・眼底検査は医師の判断による）

対馬いづはら病院
中対馬病院
上対馬病院

　　　種 類 健診にかかる料金 あなたが負担する料金 内 容 実施機関

１ 基本健診 9,903円 ＊　3,000円 身体・血圧測定　尿・血液検査　診察

２ 胃がん検診 1,1311円 3,000円 胃部Ｘ線

３ 肺がん検診 1,530円 500円 胸部Ｘ線（直接）

４ 大腸がん検診 4,375円 1,300円 便検査

５ 肝炎検査 3,677円 1,200円 血液検査（一度受けた方は対象外）

30,796円 9,000円 ◆あなたが希望する健診を選択できます

（心電図・眼底検査は医師の判断による）
吉田内科医院
すとう内科医院
東島医院



【
内
容
】被
爆
者
健
康
診
断
と
ほ
ぼ

同
じ
一
般
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

（
※
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
対
象
者
】両
親
又
は
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
方
で
、

県
内
に
お
住
ま
い
の
昭
和
21
年
６

月
４
日
以
降
に
出
生
し
た
方
。（
両

親
の
ど
ち
ら
か
が
広
島
被
爆
の
場

合
、
昭
和
21
年
６
月
１
日
以
降
に

出
生
し
た
方
）

【
申
込
方
法
】福
祉
事
務
所
、
対
馬

保
健
所
、
ま
た
は
最
寄
り
の
各
支

所
住
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の

「
原
爆
被
爆
者
二
世
無
料
健
康
診
断

受
診
申
込
書
」で
お
申
込
下
さ
い
。

【
医
療
機
関
】
対
馬
い
づ
は
ら
病

院
、中
対
馬
病
院
、
上
対
馬
病
院
、

豊
玉
診
療
所
、
佐
賀
診
療
所
、
佐

須
奈
診
療
所
、
吉
田
内
科
医
院

【
申
込
期
間
】�

平
成
18
年
４
月
３
日
（
月
）
か
ら

平
成
19
年
２
月
15
日
（
木
）
ま
で

【
受
診
期
間
】�

平
成
18
年
４
月
７
日
（
金
）
か
ら

平
成
19
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

【
受
診
回
数
】受
診
期
間
中
に
１
回

だ
け
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
　

福
祉
事
務
所
☎
58
‐
2
2
9
4

対
馬
保
健
所
☎
52
‐
0
1
6
6

ま
た
は
最
寄
り
の
各
支
所
住
民
生

活
課
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平
成
18
年
度
被
爆
二
世�

無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ�

�
私達は、旧厳原町の時から活動を始めて、今年で２９年
目になります！！ ��
自身の妊娠や子育て経験を通じて、お母さん・お子さん
の健康で明るい家庭づくりのお手伝いをしている地域の
「良き聴き役・相談役」です。又、市民と行政を結ぶパ
イプ役としても、皆さんの身近なところで活動していま
す。厳原町で活動していますので、見かけた際は気軽に
声をかけて下さい。�

　その他にも、赤ちゃんのいる家庭へ訪問したり、婦人ガン検診の時は子守りも行っています。�
現在子育て真っ最中のお父さん・お母さん、あなたの地区の推進員を覚えて頂き、お気軽にご相談下さい。�
よろしくお願いします。�

担当地区     推 進 員 名     担当地区      推 進 員 名      担当地区 推 進 員 名 �

小　　浦　　長野千由美　　今 屋 敷 　  川 口 鈴 代         瀬　　    高松福美子�

南　　室　　梅 野 孝 恵　　国　　分 　来徳登喜子      阿　  連 神 宮 和 代 �

桟　　原　　角 南 直 美　 大 手 橋 　  初 村 知 子    小 茂 田  桐 谷 睦 子 �

宮　　谷　　川 端 妙 子　 久 田 道 　　庄司芳子    下  　原 西 村 敏 子 �

日　　吉　　樺島カツ江　　白子・久田道西里　　桐 谷 久 子      床　  谷 隅 田 公 子 �

中　　村　　尾首ゆかり　　久 田 浜 　 小 島 祐 子      椎　  根 桐 谷 静 香 �

天 道 茂 　　黒 瀬 清 子 　　内　　山　　内山喜代美     久根田舎 木 寺 信 子 �

田　　渕　　早 田 廣 子　  豆　  酘　　主藤智都美 計     ２３名�

赤
ち
ゃ
ん
健
診
の
時
は
、�

計
測
の
お
手
伝
い
を
し�

て
い
ま
す
。�

�
大
き
く
な
�
た
か
な
？
�

離乳食教室では、�
調理実習の間、�
子守りを行います。�
「みんな良い子ね～」�
�

離乳食教室では、�
調理実習の間、�
子守りを行います。�
「みんな良い子ね～」

５月２３日（火）     対馬市上県支所                         8：30～12：30�

５月２４日（水）　  
対馬市消防署峰出張所（佐賀）        8：30～10：00�

 　　　　　 対馬市峰支所 　　　　　　  10：30～13：00�
５月２５日（木）     仁位生活館前                             8：30～13：00�

５月２６日（金）     対馬市役所                                8：00～12：00�

５月３０日（火）     対馬市上対馬支所                     8：00～11：30�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           
12：30～14：30�

５月３１日（水）     長崎県対馬地方局                      
9：00～12：00�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
13：00～16：00�

６月　１日（木）     
　知宮前 　　　　　　　　　　　8：30～12：30�

 　　　　    
ショッピングセンター　パル２１        14：00～15：30�

６月　２日（金）     陸上自衛隊対馬駐屯地            8：40～12：00

問合せ先:南保健センター（☎52-4888）�

期　　　日 　　　　献　血　場　所 　　　献血受付時間�
�

※他人名義の献血防止のため、�
ご本人確認を行っています。�
ご自身を証明できるもの�
（免許証・健康保険証等）を�
ご持参ください。�
ご協力をお願いいたします。�
�
【問合せ】　�
保健部健康推進課�
☎５８－１１１８まで�
�
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　平成18年4月1日から、児童手当の対象年齢が現在の小学校3年生から小学校
6年生までに拡大され、併せて所得制限が引き上げられました。
　新たに、児童手当を受けようとする方は、福祉事務所又は各支所住民生活課
の窓口（公務員の方は勤務先）で認定請求の手続きが必要となります。
　なお、改正に伴う新規請求は、平成18年9月29日までに申請すると、平成18

年4月1日（または、支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。�

Ⅰ.平成18年度小学校4年生の児童等の保護者の皆様�
　（平成8年4月2日生まれ～平成9年4月1日生まれの児童）�
　　平成18年3月31日まで、当該児童に係る児童手当
　等を受給していた保護者の方は手続きの必要はあり
　ません。（児童手当等は4月以降も引き続き支給されます。）�

Ⅱ.平成18年度小学校5・6年生の児童等の保護者の皆様�
　（平成6年4月2日生まれ～平成8年4月1日生まれの児童）�
　　現在、児童手当等を受給していない保護者の方は認
　定請求、現在すでに他の小学校3年生前の児童で児童
　手当等を受給している保護者の方は額改定請求書が
　必要となります。�
　　なお、認定請求書のほか、認定に必要な添付書類は
　次のとおりです。�
①健康保険被保険者証の写（請求者が厚生年金加入者等
　の場合、ただし年金番号をお忘れになっている場合に
　は、年金加入証明書）�
②所得証明書（平成18年1月1日に対馬市内に住所がな
　かった場合）�

Ⅲ.これまで、所得制限により児童手当を受給してい
　 ない保護者の皆様�
　　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を
　受給できる場合がありますので、該当する保護者
　の方は、認定請求の手続きが必要となります。�

�

�

　�

�

�

�

�
�
�
　注意点：所得が一定以上ある方は、手当の支給がで
　きない場合があります。�
�

����

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
等
に
よ
り
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
へ
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。�

改
正
理
由�

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
り
手
当
額
の
変
更
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
物
価
の
下
落
に
伴
い
平
成
18
年

４
月
１
日
よ
り
、
手
当
額
が
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。�

���

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り

平
成
15
年
11
月
29
日
か
ら
、
従

来
の
「
保
育
士
（
保
母
）
資
格

証
明
書
」
で
は
保
育
士
と
し
て

業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
が
施
行

さ
れ
た
時
に
保
育
士
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
の
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
18
年

11
月
28
日
を
も
っ
て
経
過
措
置

が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の

期
間
ま
で
に
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
平
成
15
年
11
月
29
日
以
前
に

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
保

育
士
を
養
成
す
る
学
校
そ
の
他

の
施
設
の
卒
業
者
又
は
都
道
県

知
事
が
行
う
保
育
士
試
験
の
合

格
者
で
、
現
在
保
育
士
と
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
る
方
、
又
は

今
後
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行

お
う
と
考
え
て
い
る
方
。�

　
申
請
書
類
の
受
付
か
ら
登
録

手
続
き
が
済
む
ま
で
、
３
ヶ
月

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
手
続
き
を
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所

　
　
☎
5
8-

2
2
9
4
ま
で
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保
育
士
登
録
は

保
育
士
登
録
は�

　
お
済
み
で
す
か
？

　
お
済
み
で
す
か
？�

�

保
育
士
登
録
は�

　
お
済
み
で
す
か
？�

�

０人　　  ４６０．０　　　　 ５３２．０�

１人　　  ４９８．０　　　　 ５７０．０�

２人　　  ５３６．０　　　　 ６０８．０�

３人　　  ５７４．０　　　　 ６４６．０�

４人　　  ６１２．０　　　　 ６８４．０�

５人　　  ６５０．０　　　　 ７２２．０�

問い合せ先   福祉事務所及び各支所住民生活課�

                 ☎５８－２２９４�

所得制限限度額表　　　　　　　　 （単位：万円）�
�扶養親族数 児童手当 　特例給付�
�

児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手
当�

 

　
　 

変  

更  

前 
   

変  

更  

後�

                 

四
一
、八
八
〇
円 

 

四
一
、七
二
〇
円�

                 

九
、八
八
〇
円
〜   

九
、八
五
〇
円
〜�

                 

四
一
、八
七
〇
円
　
四
一
、七
一
〇
円�

�※
第
2
子（
五
〇
〇
〇
円
）、第
3
子
以
降（
三
〇
〇
〇
円
）�

　
の
加
算
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

問
合
せ
先
：
福
祉
事
務
所
及
び�

　
　
　
　
　          

各
支
所
住
民
生
活
課�

☎
：
５
８-
２
２
９
４�

児
童
扶
養
手
当
（
平
成
18
年
4
月
分
〜
）�

�

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
平
成
18
年
4
月
分
〜
）�

�

全
　
部�

支
給
額�

一
　
部�

支
給
額�

 

　
　 

変  

更  

前 
   

変  

更  

後�

                 

五
〇
、九
〇
〇
円 

 

五
〇
、七
五
〇
円�

                 

三
三
、九
〇
〇
円
　 

三
三
、八
〇
〇
円�

�
一
級�

二
級�

●
手
当
額
変
更
の
お
知
ら
せ
●�

�

児童手当法の改正で、児童手当の支給期間が長くなりました。�



　
平
成
16
年
度
か
ら
建
設
中
の

対
馬
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）
が
試

運
転
期
間
を
終
え
、
３
月
25
日

に
完
成
し
、
正
式
稼
働
い
た
し

ま
し
た
。

　
旧
施
設
よ
り
、
1
日
の
処
理

能
力
が
約
2.3
倍
に
向
上
し
て
お

り
ま
す
。

　
主
な
特
徴
は
、
汚
泥
と
生
ご

み
（
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
で
る

も
の
）を
混
和
し
、堆
肥
を
作
る

資
源
化
設
備
を
備
え
、
ま
た
、

機
械
設
備
は
近
代
技
術
を
結
集

し
、
公
害
防
止
基
準
を
満
た
す

水
質
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
処
理
水
は
土
壌
蒸
発
散
し
、

施
設
外
に
は
放
流
し
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
上
対
馬
、
上
県
管
内

の
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集

処
理
に
お
い
て
、
市
民
の
生
活

環
境
に
対
す
る
要
望
に
充
分
対

応
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
農
家
の
方
や
野
菜
作

り
な
ど
で
肥
料
が
必
要
な
方
は
、

施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
馬
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
８
６
│
２
１
７
７
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●施設の概要：膜分離高負荷脱窒素処理方式、�

処理能力：１日／27㎘�

 （生し尿19㎘、浄化槽汚泥8㎘／生ごみ0.1㎘）�

鉄筋コンクリート造2階建�

敷地面積2,690㎡、土壌場発散施設用地2,072㎡�

総事業費：20億3,459万２千円��

�

�����

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
を
活
用
し
た
、
Ⅰ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
認
証
方

式
に
よ
る
年
金
個
人
情
報
（
年
金
加
入
状
況
）
の

提
供
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
（h

ttp
://w
w
w
.sia.g

o
.jp
/

）
50
歳
以
上

の
方
へ
回
答
し
ま
す
。�

�

　
ま
た
、
社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
の
加
入
記
録
に
基
づ
い
た
年
金
見
込
額
試
算

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
３
月
20
日
よ
り
試

算
対
象
年
齢
が
55
歳
か
ら
引
き
下
が
り
、
50
歳
以

上
の
方
か
ら
次
の
方
法
で
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。�

●
年
金
見
込
額
試
算
　
利
用
方
法�

①
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
お
申
込
み�

②
電
話
に
よ
る
お
申
込
み�

　（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
）�

③
面
談
で
の
ご
相
談
は
社
会
保
険
事
務
所
で�

■
お
問
合
せ
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所�

☎
０
９
５
‐
８
６
１
‐
１
２
１
１�

　
ま
た
は
、
各
支
所
住
民
生
活
課
年
金
担
当
ま
で�

　
社
会
保
険
事
務
局
の�

　
　
　
　
　
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

◎
６
月
８
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

「つしま市民農園」は、美津島町　知近郊で開園予定です。�
○募集人数　２０名程度�
○応募方法　メール、ファックス、電話でお申込みください。�
○電話番号　０９２０－５３－６１１１内線263�
○ファックス　０９２０－５３－６１１２�
○メールアドレス　haikibutu@ciry-tsushima.jp�
○担当者　　廃棄物対策課　河野、阿比留�
お申込みの際は　お名前、ご住所、電話番号をお知らせください。�

　市では、昨年度に生ごみ減量化パートナーシップ推進事業に取り組み、ボカシを使っての生ごみ堆肥化の
学習会などを開催しました。2月に開催した実践研修会では、150人の方が参加するなど、ご好評をいただきました。
　今年度は、生ごみ減量を皆さんにもっと理解していただくために、市民の皆さんが中心となって土づくり、
野菜づくりに取り組む「つしま市民農園」を計画しています。
　市民農園で野菜をつくってみたい方、生ごみの堆肥化や畑の管理をお手伝いいただける方を募集いたします。

上対馬町唐舟志地区に完成�
�
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５
月
７
日
（
日
）
に
上
対
馬
町
鰐
浦
地
区

で
開
催
さ
れ
た
ひ
と
つ
ば
た
ご
祭
り
。�

　
対
馬
市
の
木
『
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
』
に
つ
い

て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
モ
ク
セ
イ
科
ヒ
ト
ツ
バ

タ
ゴ
属
の
落
葉
広
葉
樹
で
、
皆
さ
ん
ご
存
じ

の
と
お
り
、
鰐
浦
地
区
は
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
自

生
地
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
呼
び
名
は
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ

ゃ
」
「
う
み
て
ら
し
」
「
な
た
お
ら
し
」
な

ど
様
々
あ
り
、
そ
の
名
称
か
ら
語
源
は
何
と

な
く
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

　
で
は
、
『
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
』
と
い
う
呼
び

名
っ
て
ど
こ
か
ら
き
た
の
で
し
ょ
う
？�

　
答
え
は
ど
う
や
ら
対
馬
に
も
自
生
し
て
い

る
『
マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ
』
と
呼
ば
れ
る
広
葉

樹
に
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
木
は
、
モ
ク
セ
イ
科
ト
ネ
リ
コ
属
の

落
葉
広
葉
樹
で
、
こ
の
類
の
木
は
と
て
も
頑

丈
で
、
現
在
で
は
野
球
の
バ
ッ
ト
と
し
て
、

ま
た
一
昔
前
は
飛
行
機
の
機
体
の
材
料
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ�

����������

の
有
名
な
ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功
し

た
飛
行
機
の
機
体
の
材
料
に
も
、
こ
の
ト
ネ�

リ
コ
属
の
木
が
使
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
『
マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ
』
、
一
見
す
る

と
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
に
よ
く
似
た
木
で
咲
く
花

も
そ
っ
く
り
な
の
で
す
が
、
葉
の
形
成
が
単

葉
で
あ
る
か
複
葉
で
あ
る
か
と
い
う
分
類
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。�

　
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
１
枚
の
葉
で
１
つ
の
葉

を
形
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
マ
ル
バ
ア
オ

ダ
モ
は
見
た
目
で
は
５
枚
・
７
枚
な
ど
の
奇

数
枚
の
葉
が
セ
ッ
ト
と
な
り
１
枚
の
葉
を
形

成
し
て
い
ま
す
。�

　
一
般
的
に
ア
オ
ダ
モ
の
木
は
「
タ
ゴ
」
や

「
タ
モ
」
と
呼
ば
れ
、
タ
ゴ
の
木
に
よ
く
似

た
木
で
葉
の
出
方
は
単
葉
の
木
・
・
・
、
一

つ
葉
の
タ
ゴ
の
木
・
・
・
、
『
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。�

　
※
こ
の
記
事
に
関
す
る
ご
意
見
は
農
林
課

ま
で
ど
う
ぞ
。
☎
０
９
２
０
‐
５
３
‐
６
１
１
１

ヒトツバタゴ�

ヒトツバタゴとよく似た木�
マルバアオダモ�

平成19年度より農業分野では新たな国の施策である経営安定対策が行われます。�

この事業は、農地や農業用施設などの資源の保全と資質の向上、農業・農村の基盤を支えようとするものです。�

この事業は、意欲と能力のある担い手を対象に品目別の価格政策ではなく、経営全体に着目します。�

地
域
等
で
新
た�

な
共
同
活
動
組�

織
を
作
る� →�

活
動
計
画
・
活�

動
範
囲
を
作
成�

し
市
と
協
定
を�

結
ぶ�

→�
活
動
計
画
を�

実
施
・
記
録� →�

→�

市
へ
活
動
実
績�

を
報
告�

助成金の単位�
●水田…10a（１反）あたり……4,400円�
●畑……10a（１反）あたり……2,800円�
●草地…10a（１反）あたり……4,400円�

　　が予定されています。�
非農業者を
含む

農地・農業用施
設の維持管理［　  　 ］�［　      　 ］�

■ 支援の対象 ■�

①認定農業者……農地面積　2.6ha以上

②集落営農………農地面積　10ha以上

　　（複合経営等について一部特例あり）�

■ 支援の内容 ■�
①諸外国との生産条件格差を是正するための補填
　　【対象品目】 麦・大豆・てん菜・でん粉原料用ばれいしょ�
①収入の変動の影響を緩和するため補填差を是正
　するための補填
　　【対象品目】 米・麦・大豆・てん菜・でん粉原料用ばれいしょ�

対 馬 地 域 担 い 手 育 成 総 合 支 援 協 議 会 �

■対馬市役所　農林課　☎0920-53-6111　■対馬市役所各支所　農林担当
■対馬地方局（農地・水担当）農村整備課☎0920-52-1311（品目横断担当）対馬農業改良普及センター☎0920-52-4011

お問い合わせ先�



21 広報つしま  2006. 5

tsushima city community magazine

再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
対
馬�

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け
ま
す
（
相
談
料
等
　
無
料
）�

�

　平成１８年５月２９日から、残留基準が設定
されていない農薬等が一定量（０.０１ppm）を
超えて含まれる食品については、原則その流通
を禁止（生産物の集荷停止や回収）するポジティ
ブリスト制度が始まります。�
�
�
■ 農　薬�
・飛散が大きな問題となります。風の強い日などは 
　散布は控えましょう。�
・使用説明書等をよく読んで、適正に使用しましょ
　う。�
・少量多品目の作物を栽培する場合は、栽培してい
　る作物に共通して使える農薬を選びましょう。で
　きない場合は散布対象外の作物をマルチ等で覆い、
　農薬の飛散を防止しましょう。�
・収穫が近づいている作物については、農薬の使用
　期間（○○日前など）を必ず確認しましょう。�
■ 動物用医薬品�
・獣医師の指示や水産業普及指導員の指導に従い、
　用法・用量を守り、適正に使用しましょう。　　�
■ 飼料添加物�
・指定された対象家畜・与える時期以外には使用し
　ないようにしましょう。�
�
■ 問合せ先�
　　対 馬 保 健 所（1 52-0166）�
　　農業改良普及センター（1 52-4011）�
　　家 畜 保 健 衛 生 所（1 54-2179）�
　　水産業普及指導センター（1 54-2084）�

～ポジティブリスト制度が�
　　　　　　　始まります～�
�

＜取扱いの留意点＞�

１）開 催 日：平成１８年６月２日（金曜日）

２）時　　間：午前１０時～午後４時�

３）開催場所：対馬市厳原地区公民館（第１研修室）

４）相 談 員：中　道　勝　義�
　　�
　※なお、次回の実施は、
　　１０月６日（金曜日）
　　対馬地方局で10時か
　　らの予定となってお

　　ります。�

《平成１８年交通事故巡回相談の実施》�《平成１８年交通事故巡回相談の実施》�《平成１８年交通事故巡回相談の実施》�

１．審査時間は、13：00～15：00�
２．持参するもの�
　①当該銃砲刀剣類
　②銃砲刀剣類発見届出済証（新規登録の場合）
　③手数料　　新 規 登 録／１件6 , 3 0 0円
　　　　　　　登録証再交付／１件3 , 5 0 0円
３．問合せ先�
　①長崎県教育庁学芸文化課　1095-894-3384（直通）

　②所轄の警察署、派出所
　③各教育事務所及び市町教育委員会
　※対馬市の場合：対馬市教育委員会生涯学習課
　　　　　　　　（担当：宮脇）10920-86-3727（直通）

銃砲刀剣類登録審査会のお知らせ�
期　　　　日�

第１回� ６月12日（月）�

第２回� ９月11日（月）�

第３回� 12月11日（月）�

第４回�
平成19年�
３月12日（月）�

長崎県県北振興局（3F第1会議室）�
佐世保市木場田町3-35�
1 0956-23-4211�
�

セントヒル長崎�
長崎市筑後町4-10�
1 095-822-2251�
�

場　　　　所�

離
職
者
や
若
者
の
求
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口

『
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
対
馬
』
を
４
月
６
日(

木)

よ
り
厳
原

地
区
公
民
館
（
３
Ｆ
）
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
年
齢
を
問
わ

ず
就
職
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
是
非
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
※
相
談
は
無
料
で
す
。
な
お
、
職
業
紹
介
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

サ
ポ
ー
ト
①
希
望
す
る
仕
事
に
就
く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
ど
ん
な
仕
事
に
向
い
て
い
る
か
。
今
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
知

識
・
経
験
が
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
な
ど
。
（
予
約
の
方

は
、
約
１
時
間
の
ご
対
応
を
い
た
し
ま
す
。
）

サ
ポ
ー
ト
②
ア
ピ
ー
ル
す
る
応
募
書
類
の
書
き
方
・
面
接
の
受
け
方

　
有
効
な
自
己
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の

作
成
方
法
、
面
接
試
験
突
破
の
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ
ス

ご
相
談
時
間
お
よ
び
相
談
日

　
平
成
18
年
４
月
６
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
（
12
時
〜
13
時
は
休
憩
）

　
　
○
木
曜
日
…
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
午
前
中
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
対
馬
が
相
談
場
所
）

　
　
○
金
曜
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分
ま
で

ご
相
談
場
所

　
　
　
厳
原
地
区
公
民
館
　
（
厳
原
町
今
屋
敷
６
６
１-

１
）

　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
対
馬
（
厳
原
町
中
村
６
４
２-

２
）

　
※
相
談
は
予
約
の
あ
る
方
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
あ
ら

　
　
か
じ
め
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
な
お
、
予
約
は
先
着
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

相
談
予
約
の
電
話
番
号
０
１
２
０ - 

０
５ - 

１
８
９
６

　
　(

月
〜
金
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で)

　
予
約
可
能
な
相
談
開
始
時
間
　

　
　
・
木
曜
…
13:

00
〜
、
14:

30
〜
、
16:

00
〜

　
　
・
金
曜
…
９:

00
〜
、
10:

30
〜
、
13:

00
〜



【
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ラ
ソ
ン
参
加
者
】

■
開

催

日
　
７
月
２
日
（
日
）(

雨
天
決
行
）

■
会
　
　
場
　
上
対
馬
町
　
三
宇
田
海
水
浴
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
の
渚
・
百
選
）

■
種
　
　
目

■
参
加
料
　
　
　
◇

高
校
生
以
下
５
０
０
円
／
一
般
　
３,
０
０
０
円

■
申
込
締
切
　
　
　
平
成
18
年
６
月
２
日（
金
）の
消
印
有
効

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

■
募
集
人
員:

受
付
、選
手
へ
の
飲
料
水
等
の
サ
ー
ビ
ス
、
競
技
関
係
な
ど
合
計
　
約
２
５
０
名

■
参
加
資
格:

高
校
生
以
上
で
健
康
に
自
信
の
あ
る
方

■
申
込
期
限:

平
成
18
年
５
月
31
日(

水)

■
申
込
方
法:

申
込
用
紙
も
し
く
は
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
先
》
〒
8
1
7-

1
7
0
1

　
対
馬
市
上
対
馬
町
比
田
勝
９
５
６
　
国
境
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ
対
馬
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
：
0
9
2
0（
8
6
）4
8
3
8
　
F
A
X
：
0
9
2
0（
8
6
）3
8
1
3

　H
P

　h
ttp

:/
/

w
w

w
8
.o

cn
.n

e.jp
/

~
k

o
k

k
y

o
/

 �
    日　時　平成18年6月11日（日）午前9時30分～�
    場　所　対馬市上県町佐護湊浜シーランドステージ�
�
　今年もあじさい祭を開催します。「あじさいロード」周辺の満開のあじさいを観賞しなが
らウォーキングをしませんか？�
　また当日はパラグライディングの体験や材木船乗船、対州馬の乗馬体験など楽しいイベ
ントを多数計画して、皆様のご参加をお待ちしています。�

 �
    日　時　平成18年６月10日（土）午前９時00分～11日（日）午後３時30分�
    場　所　対馬市上県町千俵蒔山エリア�

　あじさい祭と同時開催となったパラグライディング対馬大会で、ターゲット競技を開催
します。色とりどりのグライダーが飛ぶ姿は、大空に咲いたあじさいのようです。�
　2日目の11日（日）はあじさい祭にあわせて、タンデム（2人乗り）の体験飛行も行います。
韓国を眺めながら千俵蒔山エリアの大空をフライトしてみたい方、ぜひ参加をお待ちしています。�

�
�
　平成１４年より、スカイスポーツによる対馬の地域おこしのため「スカイクラブ対馬」を立ち上
げました。パラグライダーに関心のある方、空を飛んでみたいと思っている方のクラブへの加入を
募ります。詳しくは、下記までお問合せください。�
�
［問合せ先］対馬市上県支所内�
　　　　　　対馬パラグライディング大会実行委員会事務局又はスカイクラブ対馬（土肥、福島）�
　　　　　　http://www.geocities.jp/skyclub240/ ☎０９２０－８４－２３１２�
　　　　　　FAX　０９２０－８４－２３１０�
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①
小
学
4
年
生
男
子

②
小
学
4
年
生
女
子

③
小
学
5
年
生
男
子

④
小
学
5
年
生
女
子

⑤
小
学
6
年
生
男
子

⑥
小
学
6
年
生
女
子

①
中
学
生
男
子

②
中
学
生
女
子

③
一
般
男
子
49
歳
以
下

　
　(

高
校
生
以
上
）

④
一
般
男
子
50
歳
以
上

⑤
一
般
女
子(

高
校
生
以
上
）

①
一
般
男
子
39
歳
以
下

　
　(

高
校
生
以
上
）

②
一
般
男
子
40
歳
以
上

③
一
般
女
子
39
歳
以
下

(

高
校
生
以
上
）

④
一
般
女
子
40
歳
以
上

①
一
般
男
子
39
歳
以
下

　(

高
校
生
以
上
）

②
一
般
男
子
40
歳
以
上

③
一
般
女
子
39
歳
以
下

(

高
校
生
以
上
）

④
一
般
女
子
40
歳
以
上

①
一
般
男
子
39
歳
以
下

　(

高
校
生
以
上
）

②
一
般
男
子
40
歳
代

③
一
般
男
子
50
歳
以
上

④
一
般
女
子(

高
校
生
以
上
）

制
限
時
間
3
時
間

・
一
般
男
女(

中
学
生
以
上
）

・
表
彰
は
特
別
賞
の
み
で
す
。

・
タ
イ
ム
を
計
測
し
完
歩
証

　
を
発
行
し
ま
す
。

制
限
時
間
2
時
間

２.

０
㎞
　
　
　
　
　
　
　
　
３.

０
㎞

　
　
　
　
　
５.

０
㎞
　
　
　

10.

０
㎞
�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ(

約
6
㎞
）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン(

21.

0
9
7
5
㎞
）

パラグライディング対馬大会�

あじさい祭�

対馬の空をパラグライダーで体感しませんか？●クラブ会員募集●�
�

対馬の空をパラグライダーで体感しませんか？●クラブ会員募集●�
�
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海 の 緊 急 電 話　  118番�

対馬海上保安部　52-0118�

比田勝海上保安署　86-2113

6月は環境月間だよ�

　土地・家屋の評価額は、資産価格の変動に対応するため、３年ごとに均衡のとれた適正な価格に見
直します。これを「評価替え」といい、平成１８年度はこの年にあたります。今回の評価額は、原則
として平成２０年度まで据え置かれますが、土地については地価の下落傾向が著しい場合は、据え置
き年度でも価格の修正を行うことがあります。　�
　評価替えにあわせて、「課税の公平」と「制度の簡素化」の観点から、農地以外の地目について以
下のとおり土地の負担調整措置（なだらかな税負担となるよう一定の上昇率を乗じること）の改正が
行われました。�
◎ご不明な点は、税務課または最寄の支所税務班までご連絡ください。�
�

土地の固定資産税の算出方法が変わります！�
�
土地の固定資産税の算出方法が変わります！�
�

負担水準※   課税標準額の算定方法�

 80％以上   前年度課税標準額（据え置き）�

前年度課税標準額＋当該年度評価額�
   ×1／6（または1／3）×5％・・・【Ｂ】�

【Ｂ】が、評価額×1／6（または1／3）�
　　×80％を上回る場合⇒80％の額�

【Ｂ】が、評価額×1／6（または1／3）�
　　×20％を下回る場合⇒20％の額�

80％未満�

住宅用地� 商業地等�

※負担水準＝前年度課税標準額／当該年度評価額×1／6    
（または1／3）×100�
※住宅用地面積が200平方メートル以下の場合は6分の1、 
　200平方メートルを超える場合は３分の１の特例率を
　乗じます。�

　★土地の課税標準額の計算例�
　［住宅用地の場合］�

　● 住宅敷地：200㎡�
　● 18年度評価額：1,200万円�
　● 17年度課税標準額：85万円�
　● 税　額：11,900円（＝85万円×1.4／100）�

　上記の場合は、土地の全てが住宅用地の課税標準の特
例（6分の1）を受けるので、計算上の評価額は、1,200
万円×1/6＝200万円となります。�
よって、18年度評価額に対する17年度課税標準額の割合
（負担水準）は、85万円／200万円＝0.425となります。�
　負担水準が80％未満ですので、18年度の課税標準額は、
85万円＋200万円×5％＝95万円となり、税額は、95万円
×1.4／100＝13,300円（前年比1,400円負担増）です。�
　※改正前負担調整率で計算すると�
85万円×1.025＝871,250円�
871,250円×1.4／100＝12,100円（前年比200円負担増）�

※負担水準＝前年度課税標準額／当該年度評価額×100�

    ★土地の課税標準額の計算例�

    ［商業用地の場合］�

    ● 商業用敷地：400㎡�

    ● 18年度評価額：3,000万円�

    ● 17年度課税標準額：1,740万円�

    ● 税　額：243,600円（＝1,740万円×1.4／100）�

　上記の場合、商業用地のため課税標準の特例はありま

せん。�

よって、18年度評価額に対する17年度課税標準額の割合

（負担水準）は、1,740万円／3,000万円＝0.580となり

ます。�

　負担水準が60％未満ですので、今年の課税標準額は、

1,740万円＋3,000万円×5％＝1,890万円（ただし、こ

の金額は、評価額の60％を上回りますので、評価額3,000

万円の60％の1,800万円）となります。�

　税額は、1,800万円×1.4／100＝252,000円（前年比

8,400円負担増）です。�

負担水準※       課税標準額の算定方法�

  70％超           当該年度の評価額×70％（引き下げ）�

           前年度課税標準額（据え置き）�

 60％未満�

60％以上�
70％以下�

前年度課税標準額＋当該年度評価額�
      ×5％・・・【Ａ】�

【Ａ】が、評価額×60％を上回る�
                           場合⇒60％の額�

【Ａ】が、評価額×20％を下回る�
                           場合⇒20％の額�
�

～お知らせ～�

小学生を対象に、いろいろな体験や交流を通じ、緑に親しみます。�
■日　　時　平成18年６月４日（日）　午前10時～午後３時�
■場　　所　あそうベイパーク（キャンプ場）�
■内　　容�
　 ・記念植樹・ネイチャーゲーム・竹を使ったバームクーヘン作り�
　 ・シーカヤック体験・森のコンサート（フルート、オカリナ）など�
■参 加 料　無料（送迎バス有り）�
■問い合せ　対馬市農林課　53-6111（内）334�
　＊体験内容によっては、事前申込が必要です。（〆切５月26日）�



守って ！
 �

電波のル
ール�

�

�

�

�

�

�

�

�

　ルールを守らない不法な無線局は、テレビやラジオ

の受信に障害を与えたり、携帯電話の通話を妨害する

だけでなく、警察、消防・防災行政無線など人命に関

わる重要な無線に対する混信・妨害が発生するなど、

私たちの生活をおびやかしています。�

　不法に開設された無線局を開設したり運用したりす

ると、電波法違反で罰せられます。�

　一人ひとりがルール（電波法）を守ってクリーンな

電波環境を作りましょう。�

�
－ 問合せ先 一�

■九州総合通信局  http://www.kbt.go.jp/��

　○不法無線局、混信・妨害　☎:096-368-8656��

　○受信障害(テレビ・ラジオ) ☎:096-326-7873��

　○電波利用料  　　☎:096-326-7805��

　○その他行政相談 　　☎:096-326-7819

�
�
�

　一昔前までは、男性＝理容室、女性＝美容室という

イメージがありましたが、法律上の両者の違いは次の

ように規定されています。�

理　　容�

　理容とは、頭髪の刈込、顔そり等の方法により、容

姿を整えることをいいます。（理容師法）�

　ただし、理容室でパーマのみを行うことや、女性に

対するパーマについては規制がありますので、できな

いことになっています。�

美　　容�

　美容とは、パーマネントウェーブ、結髪、化粧等の

方法により、容姿を美しくすることをいいます。（美

容師法）�

　ただし、化粧に附随した軽い程度の「顔そり」以外

の、男性に対するひげ剃りなどはできないことになっ

ています。�

 　つまり、男性の美容室でのひげ剃りや女性の理容室

でのパーマはできないことになっています。理容と美

容は目的に応じて選びましょう。�

＜問合せ先＞�
　対馬保健所 衛生環境課　江川、横瀬�
　☎0920-52-0166

�����

　
大
麻
草
（
あ
さ
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は
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ん
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�
�
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�
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４
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花
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1
6
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つ
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で
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よ
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つ
い
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、
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す
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日
時
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月
27
日（
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9
時
〜
17
時

　
　
　
28
日（
水
） 

9
時
〜
13
時�

【
講
習
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所
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１
日
目
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島
文
化
会
館�
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津
島
町
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1
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1
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2
日
目
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重
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厳
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町
小
浦
1
7
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）�

【
受
講
料
】 �
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員
８
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税
込
）�

　
非
会
員
１
万
円（
税
込
）�

【
テ
キ
ス
ト
代
】�

�

　
９
４
５
円（
税
込
）�

【
申
込
受
付
期
間
】�

　
６
月
７
日（
水
）〜
６
月
９
日（
金
）

　
※
受
講
申
込
者
が
少
な
い
場
合

　
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。�

�

【
問
合
せ
・
申
込
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】�

�
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社
）長
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働
基
準
協
会

　
対
馬
支
部�

　
〒
8
1
7-

0
0
1
2�

　
対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１�

　
厳
原
印
刷
所
２
階�
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電波利用保護旬間 6月1日から10日まで�

守って ！
 �

電波のル
ール�

守って ！
 �

電波のル
ール�



                 ●シャワー室の増設●ベビーベッドの設置●送迎バスの運行●お風呂上りにゆっくり
くつろげるひのきの香る休憩室設置●親子で楽しめる「子供プレイルーム」の設置●生花、囲碁、将棋
等たのしめる多目的広間●ガラス張りの部屋でエアロビクスやダンス踊り等々に活用できる場の設
置●各種メニューを取り揃えたレストランCOCORO●団体会員になると特典があります。（10名以上）�

動
物
を
取
り
扱
う
業
を
行
っ
て

い
る
方
は
、登
録
が
必
要
で
す
。

☆
登
録
が
必
要
な
業
種

　
現
在
、
対
象
と
な
っ
て
い
る

販
売
業
、保
管
業
、貸
出
し
業
、訓

練
業
、
展
示
業
に
加
え
て
、
動

物
と
の
触
れ
合
い
施
設
、
飼
養

施
設
を
持
た
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
に
よ
る
販
売
業
、
美
容

業
（
動
物
を
預
か
る
場
合
）
な

ど
が
新
た
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

☆
動
物
取
扱
業
者
の
責
務

・
動
物
取
扱
責
任
者
の
設
置

・
動
物
取
扱
責
任
者
の
受
講

・
動
物
取
扱
業
標
識
の
掲
示

・
迷
惑
の
防
止

・
基
準
の
遵
守

　
登
録
を
受
け
な
い
で
営
業
し

た
り
、
遵
守
基
準
に
係
る
改
善

命
令
に
違
反
し
た
場
合
な
ど
は
、

登
録
の
取
消
し
等
の
措
置
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
30
万
円
以
下

の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
対
馬
保
健
所

☎
0
9
2
0-

5
2-

0
1
6
6

【やれば出来る対馬の子供】�
　平成17年11月6日　長崎県ジュニア秋季水泳競技大会で入賞しました。�
　須賀聖奈さん（女子５０ ｍ自由型：３位、１００ ｍ平泳ぎ：３位、５０ ｍ平泳ぎ：２位）��
　本田翔太さん（男子１００ｍ背泳ぎ：５位）�
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～温水プール～温水プール25ｍで子供達が元気に体力向上と技術向上に水しぶきをあげｍで子供達が元気に体力向上と技術向上に水しぶきをあげています～ています～����
�
～温水プール25ｍで子供達が元気に体力向上と技術向上に水しぶきをあげています～��
�

主な改善点�

皆様方のお越しをお待ちしています。�
�

プールご利用料金     プール            ジム         プール＋ジム�

 一般（中学生～）    ８００円 ５００円       １２００円�

    小  学   生         ５００円     ー                  ー�

※ ジムご利用は、高校生以上になります。�

※ スイミングスクールも行っております。�

※ 会員になると特典があります。�

温泉ご利用料金       温泉大浴場�

    一　　般          ８００円�

  ７０歳以上          ５００円�

    小中学生          ５００円�

回数券　５枚綴       ３０００円�

回数券１０枚綴       ５０００円�

�【お問い合わせ】 温泉・レストラン ☎0920ー54－3336　 プール棟 ☎0920－54－3386�
�

平
成
平
成
18
年
6
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら�

�

平
成
18
年
6
月
１
日
か
ら�

�
　　　区　　分　　　　　　　　　　資　　格 　　　　　　　　受付期間 　　　　　１次試験�

平成18年度  自衛官等募集案内�
�
平成18年度  自衛官等募集案内�
�

10月21日～23日�
※いずれか一日を�
   指定されます。�

■ 詳しくは…自衛隊長崎地方連絡部　対馬駐在員事務所(☎０９２０－５３－０９０８）まで�

18歳以上で保有する技能に�
応じ53～55歳未満の者�

11月11・12日�

11月４・５日�

９月23日�

10月15日�

�

�

９月24･25日�

受付時に通知�

19年１月13日�

�

�

８月１日～９月８日�

９月８日～９月29日�

�

８月１日～９月８日�

�

年間を通じ受付�

11月１日～19年１月９日�

�

７月18日～10月13日�

防衛大学校学生（一般）�

防衛医科大学校学生�

航空学生�

看護学生�

一般曹候補学生�

曹候補士�

２等陸・海・空士（女子）�

２等陸・海・空士（男子）�

自衛隊生徒�

予備自衛官補（一般）�

高卒（見込含）21歳未満の者�

高卒（見込含）21歳未満の者�

高卒（見込含）21歳未満の者�

高卒（見込含）24歳未満の者�

18歳以上24歳未満の者�

�

18歳以上27歳未満の者�

�

中卒（見込含）17歳未満の男子�

18歳以上34歳未満の者�

　　　　〃　（技能）�

９月16日�

９月８日～９月29日�
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（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

　
泉
　
　
大
浦
　
利
征
　
65
歳

　
泉
　
　
見
座
　
正
美
　
83
歳

舟
　
志
　
庄
司
　
元
子
　
91
歳

飼
　
所
　
丸
島
　
惠
作
　
81
歳

友
　
谷
　
永
野
　
英
幸
　
56
歳

御
　
園
　
原
田
ヨ
シ
子
　
84
歳

飼
　
所
　
川
本
　
三
男
　
69
歳

三
根
下
　
永
留
テ
ル
子
　
76
歳

三
根
浜
　
藤
田
　
延
江
　
71
歳

吉
　
田
　
龍
造
寺
辰
馬
　
92
歳

三
根
浜
　
早
田
　
久
雄
　
67
歳

木
　
坂
　
島
居
　
　
秀
　
92
歳

水
　
崎
　
小
山
　
友
實
　
57
歳

大
　
綱
　
波
多
野
重
敬
　
77
歳

横
　
浦
　
齋
藤
　
光
子
　
69
歳

　
廻
　
　
阿
比
留
清
満
　
77
歳

貝
　
口
　
阿
比
留

夫
　
67
歳

仁
　
位
　
阿
比
留
テ
ル
子
　
71
歳

大
船
越
　
岡
村
智
惠
子
　
74
歳

日
　
向
　
山
川
　
豊
子
　
81
歳

西
高
浜
　
赤
瀬
　
正
尚
　
78
歳

吹
　
崎
　
日
高
　
幸
喜
　
74
歳

（
住
所
）（
氏
　
　
名
）　（
年
齢
）

高
　
浜
　
阿
比
留
幸
枝
　
94
歳

上
の
町
１
　
吉
野
　
　
教
　
77
歳

豆
　
酘
　
主
藤
仙
太
郎
　
88
歳

阿
　
連
　
江
川
　
栄
治
　
58
歳

下
　
原
　
浅
野
　
貞
雄
　
76
歳

中
　
村
　
日
高
マ
ツ
エ
　
84
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、届
出
の
際

戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方

の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
3
月
21
日
〜
4
月
20
日
受
付
分
）�診療時間　９：00～14：00（急患のみ）�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名�

交通事故情報� 平成18年4月30日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

対馬北署管内�対馬市全体�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

19�
-11�
0�
0�
23�
-16

1�
-2�
0�
-1�
2�
0

20�
-13�
0�
-1�
25�
-16

● 日曜・休日救急医療在宅当番医●�

対馬地方局　税務課 ☎(0920)-52-6780�
�

■自動車税の納期限は、5月31日です。■�

6月 4日�

 11日�

18日�

25日�

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

かも整形外科医院�

（ 　 知 ）�

（ 佐 賀 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

賀 茂 和 典 �

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

峰町保健福祉センター�
　  （峰町三根29番地）�

大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

【社協　峰  支  所】℡ 83‐02947日（水）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町　知乙1168番地1）� 九弁連弁護士�【社協　美津島支所】℡ 54‐242912日（月）�

厳原地区公民館�
（厳原町中村644番地）�

26日（月）�

■6月の無料法律相談�

日　程� 会　　　場� 担 当 相 談 員�

6月6日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 永尾　五助、横尾　悦代�

13日（火）� 上県町地域福祉センター� 阿比留義教、佐伯　　繁�

20日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 山崎　一宏、佐伯　利之�

27日（火）� 上県町地域福祉センター� 廣澤　秀夫、阿比留利男�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

■６月の心配ごと相談�

■問い合せ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 ☎0920－58－1432

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい�

日時：６月１日（木）�
　　　午前10時から午後４時まで�
場所：美津島文化会館�
　　　豊玉文化会館�
　　　上対馬総合センター�

全国一斉「人権擁護委員の日」�
特設人権相談所 開設�

全国一斉「人権擁護委員の日」�
特設人権相談所 開設�

　先月号6ページの「対馬市
の人事異動」の中で、記載に漏
れがありました。�
【水道局】▽局長（昇任）＝齋藤
清榮（保健部保険課長）�

九弁連弁護士�【社協　厳 原 支 所】℡ 52‐1169

　家庭内のもめ事や隣近所と�
のトラブルなどの悩みや心配�
事を相談してみませんか？相�
談は無料で、秘密は厳守され�
ますので、お気軽にご相談下�
さい。�
�

▼お近くの金融機関で納期内に納めましょう。�
▼次の日時には、お近くの県税事務所・地方局税務課で�
　時間外の納付ができます。�
日 時：��
①5月26日（金）、29日（月）、30日（火）、31日（水）は、�
　午後8時まで�
②5月28日（日）は、9時から午後5時半まで�
�

お 詫 び と 訂 正 �
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第1・３（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第１（月）�

�

第3（土）�

13�

�

7・14・21�

�

7・14・21・28�

�

9�

�

7・21�

�

�

7・14・21・28�

�

5�

�

17

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　【第2水曜日（6/14）上対馬病院診
　　　　療のため休診】�
内科、外科、小児科、整形外科�
　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療致
　　　　します。�
※１☆印は診療科（内科）からの予約患者様のみ

　　の診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致します。�

　３予防接種について、薬の常備がない場合も

　　ありますので、電話等でお問い合わせくだ

　　さい。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日まで

　　午前中に診療しますので、お問い合わせく

　　ださい。�

　５予約制で事業所健診・社会保険生活習慣病

　　予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

毎週（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・火・木）�

予約にて受付けています。�

6・13・20・27�

7・14・21・28

23�

�

2・16�

�

�

�

8・22�

�

19�

�

1・8・15・22・29

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

　　　　　　毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。　第9～10集：1冊300円、第12～19集：1冊400円�

お知らせ�

おなかが張る�

梅雨時の足腰の痛み�

おしっこが近い子ども�

目薬の使い方�

ひきこもり�

精液に血が混じったら�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】☎（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】☎（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。（注：できるだけ明記して下さい。）�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

２
０
０
６
年
６
月  

テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�

1・5・6・8・12・13�
15・19・20・22・26�
27・29

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

13・27�
�
6

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 28 8:30̃11:00

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

不 妊 症 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�
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（川　上　眞寿弘）�
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（津　村　圭　介）�
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（長崎医療センター）�
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28

��

　
４
月
６
日
と
７
日
、
新
入
生

を
迎
え
る
入
学
式
が
、
市
内
の

各
小
・
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
真
新
し
い
学
生
服
や
少
し
大

き
め
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
新
１
年
生
た
ち
に
と
っ
て
、

待
ち
に
待
っ
た
学
校
生
活
の
始

ま
り
で
す
。�

　
校
舎
で
は
、
薄
く
ピ
ン
ク
色

に
染
ま
っ
た
満
開
の
桜
が
新
入

生
を
出
迎
え
て
い
ま
し
た
。
今

年
、
市
内
の
小
中
学
校
に
入
学

し
た
の
は
、
28
の
小
学
校
（
分

校
含
む
）
で
３
７
６
名
、
19
の

中
学
校
で
３
８
１
名
で
し
た
。�

●
保
護
者
と
一
緒
に
初
登
校�

　
　
　
大
船
越
小
学
校
（
上
）
と
仁
田
小
学
校
（
下
）�

�●満開の桜の下での記念撮影（厳原小学校）�

●一人の入学式となった小綱小学校（豊玉）�
　　　歓迎を受ける島本翔吾くん�
�

●
久
田
中
学
校�

平
成
18
年
度�
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�
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